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第 回

臨 会時

第 回

定 会例

次回の定例会は

６月上旬の予定

・令和５年度補正予算

・条例改正

・過疎地域持続的発展市町村計画の変更

１

 1 月
12 日

・ 教育行政執行方針

・ 所管事務調査報告（ 総務文教）

・ 一般質問

・ 専決処分の承認

・ 令和５年度補正予算

・ 福地裕行議員に対する辞職勧告決議

・ 条例改正等

・ 指定管理者の指定

・ 財産の処分

・ 新年度予算審査の特別委員会付託

・ 工事委託業務に関する協定の一部変更

・ 工事請負契約の締結

・ 町道路線の廃止 ・ 認定

・ 人権擁護委員候補者の推選

・ 新年度予算

１

 ３ 月
　６日

可決

　　釧路市への最終処分場整備費に対する負担金

事業の財源として、 本年度、 過疎対策事業債を

予定しておりますが、 計画にその事業項目が無い

ことから、 北海道と協議し計画を変更します。

過疎計画の変更

可決

一部改正
●白糠町手数料条例

　戸籍法の一部改正による規定の整備を踏まえ、

地方公共団体の手数料の標準に関する政令の一

部を改正する政令が施行されことに伴い、 当該政

令を準用している本条例の一部を改正しました。

条例改正

可決

5 年度補正予算

一般会計補正予算
補正合計 19 億４７００万円
総額 291 億 1011 万 5 千円

▲増額
ふるさと納税関係　               　850,000,000 円

まちづくり基金　               　　850,000,000 円

白糠学園外
ほか

空調設備整備工事 197,000,000 円

津波指定避難場所等整備工事　 50,000,000 円

問指定避難場所 ( 釧白工業団地、 東部開発㈱東

側 ) の関係、 地権者 ( 東武開発㈱ ) とどういう話

し合いになっているのか。 併せて、 町道庶路大楽

毛線から避難場所までは何メートルあるのか。

答地権者 ( 東武開発㈱ ) の好意で、 材料置き場

を共用できることになり、 平場に避難場所を作るこ

ととした。

　　また、 避難場所までの避難路の延長は、 295

メートルとなっている。

問この避難タワーの用地 ( 西２条南３丁目１番１０)

の件、 旧白糠保育園の時は財務省から借りてい

たが、 今回は買わなければならないのか。

答地権者である財務省 ( 釧路財務事務所 ) と協

議した結果。 財務事務所としては、 基本的に財産

として購入いただきたいとの意思があった経過によ

る。

質疑・答弁

 ３ 月
　７日

 ３ 月
13 日

5 年度補正予算

一般会計補正予算 ( 専決含む )
補正合計   1 億４163 万 3 千円
総    額 292 億 5174 万 8 千円

可決

▲増額
物価高騰対応重点支援給付金給付事業

　               　32,051,000 円

道営草地整備事業　　　　　　　　　　　 25,000,000 円

積立金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24,569,000 円

町道除雪業務　　　　　　　　　　　　　　　20,000,000 円

戸籍情報システム等改修業務　　 12,974,000 円

自給飼料生産支援酪農対策事業

11,145,000 円

生活交通路線維持対策事業　　　　　7,221,000 円

水産加工施設整備事業　　　　　　　　　6,850,000 円

弁護士報酬金　               　　　　　　880,000 円

返還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　635,000 円

繰出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　339,000 円

町債元金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145,000 円

▼減額
町債利子　　　　　　　　　　　                    176,000 円

問裁判で勝訴したにもかかわらず、 町は弁護士費

用を負担しなければいけないのか。

答町が自らの意思で弁護士に弁護を依頼してい
ることから、裁判の結果に関係なく弁護士費用

は発生するので、支払わなければならない。

問町がこれまで負担した弁護士費用の総計は

２０４万円と理解してよろしいか。

答弁護士費用の内訳は、

　　釧路地方裁判所第１審では、 着手金として弁護

士２人に対し各 33 万円で計 66 万円。

　　札幌高等裁判所の第２審では、 着手金として弁

護士２人に対し各 22 万円、 旅費は 2 万 7,300

円と 3 万 2,300 円の計 49 万 9,600 円。

　　今回判決確定に伴う報酬金で弁護士２人に対し

て各 44 万円で計 88 万円。

　　合計で 203 万 9,600 円、 約 204 万円の支

出となる。

問最高裁判所の判決を受けて再審請求をしている

が、 承知しているか。

答町に通知は来ていない。

質疑・答弁

可決
　　福地裕行白糠町議会議員に対する辞職勧告決

議が提出され賛成多数で可決されました。

　　決議の内容は、 19 ページに掲載しています。

辞職勧告決議

適任
　　6 月 30 日に任期満了となる人権擁護委員につ

いて、町の推薦を受けた候補者を適任と認めました。

・ 今田　睦子　氏 ( 再任 )

人権擁護委員

可決

●白糠町公共下水道白糠下水道管理センター設

備更新工事委託業務

　　事業費の確定により、 協定金額の変更と期間

内に工事の完成が見込めないことから、 協定期間

を変更しました。

協定の変更
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可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

制　　定
●白糠アイヌミュージアムの設置及び管理に関

　する条例

　　アイヌ文化の伝承および保存の促進等を目的と

したアイヌミュージアムを整備し、 その運営を行う

ため、「 白糠アイヌミュージアムの設置及び管理に

関する条例」 を制定。

●白糠町会計年度任用職員の給与及び費用弁償

　に関する条例

●白糠町職員の育児休業等に関する条例

　地方自治法の改正により、 令和６年度から会計

年度任用職員に対する勤勉手当の支給が可能とな

り、 必要な事項を定めるため、 条例の一部を改正。

●白糠町特別職の職員で非常勤のものの報酬及

　　び費用弁償に関する条例

●町長等の給与に関する条例

　　令和６年度から特別職の報酬額ならびに給料月

額の改定をするため、 条例の一部を改正。

●白糠町公の施設に係る指定管理者の指定手続

　　等に関する条例

　　公の施設について公募によらず指定管理者の

候補者を選定できる場合を追加するため、 条例の

一部を改正。

●白糠町公共下水道条例

　下水道法施行令の一部改正に伴い、 条例の一

部を改正。

条例改正

一部改正

可決

可決

白糠学園外
ほか

空調設備整備工事
≪１億 6,632 万円≫

　　町内３校と庶路こども園にエアコンを整備するも

ので、 白糠学園に 22 室 24 台、 庶路学園に 21

室 29 台、 茶路小中学校に 13 室 15 台、 庶路

こども園に 11 室 12 台を設置する工事。

≪本体工事 21 億 3,151 万 4 千円≫

　　鉄筋コンクリート造２階建ての建築主体工事の

ほか、 環境省の補助事業を活用するため、 分離

発注により実施する「 地中熱ヒートポンプ設備や

太陽光集熱、発電設備などの再生可能エネルギー

を利用する設備」 を除いた電灯、 受変電設備な

どの電気設備工事、 給水、 換気設備などの機械

設備工事、 駐車場や施設サインなどの外構工事

一式。

契約の締結

道の駅しらぬか恋問移転改築工事

可決

●白糠町印鑑登録及び証明に関する条例

　　電子署名等に係る地方公共団体情報システム

機構の認証業務に関する法律の一部が改正され

たことに伴い、 条例の一部を改正。

●白糠町スポーツ施設の設置及び管理に関する条例

　　白糠町総合体育館改修工事に伴い、 利用料金

の上限額等を改正する必要が生じることから、 条

例の一部を改正。

●白糠町行政手続における特定の個人を識別する

   ための番号の利用等に関する法律に基づく個人番

　　号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

　　行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律の一部改正に伴い、

条例の一部を改正。

●白糠町特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保

　　育事業の運営に関する基準を定める条例

●白糠町家庭的保育事業等の設備及び運営に関

　　する基準を定める条例

●白糠町放課後児童健全育成事業の設備及び運

　　営に関する基準を定める条例

　　こども家庭庁設置法及びこども家庭庁設置法の

施行に伴う関係法律の整備等により、 関連する児

童福祉関係府省令の改正が行われたこと、 また、

放課後児童健全育成事業の実施についてのこど

も家庭庁成育局長通知において、 実施要綱が変

更されたことに伴い、 条例の一部を改正。

●白糠町指定地域密着型サービスの事業の人

　　員、 設備及び運営に関する基準を定める条例

●白糠町指定地域密着型介護予防サービスの事

　　業の人員、 設備及び運営並びに指定地域密着

　　型介護予防サービスに係る介護予防のための

　　効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

●白糠町指定介護予防支援等の事業の人員及び

　　運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予

　　防のための効果的な支援の方法に関する基準

　　を定める条例

●白糠町指定居宅介護支援等の事業の人員及び

　　運営に関する基準を定める条例

　　厚生労働省令で定められている地域密着型

サービス、 地域密着型介護予防サービス、 介護

予防支援事業及び居宅介護支援事業の人員、 設

備及び運営に関する基準等の規定内容が改正さ

れたため、 条例の一部を改正。

廃　　止

可決

●白糠町介護保険条例

　第９期白糠町介護保険事業計画の策定に伴
い、令和６年度から令和８年度までの介護保険

料率の改定と、介護保険法の一部改正に伴い、

条例の一部を改正。

●白糠町営バス運行に関する条例

●白糠町スクールバス住民利用条例

　　公金事務の私人への委託に関する制度が見直

され、 地方自治法並びに地方自治法施行令の一

部が改正されたことにより、 条例の一部を改正。

●白糠町共同利用模範牧場の設置及び管理に関

　　する条例

　　昭和４５年から預託牛の飼養管理を行う牧場と

して町が運営をしてきた白糠町共同利用模範牧場

について、 令和６年度から新たな事業展開を計画

している民間事業者への売払いを予定しているこ

とから条例を廃止。

問売却の予定の放牧地の部分、 これは農地だと

思うが、 扱いをどのように考えているか。

答放牧地の部分は原野と雑種地になっている。

質疑・答弁

可決
●白糠町公の施設に係る指定管理者の指定

　　白糠アイヌミュージアムの設置に伴い、 本施設

の指定管理者を指定しました。

指定管理者

問アイヌ協会が指定管理者の予定だが決定後、

常時ここは何人体制で協会の方が管理に当たる

のか。

答管理体制は、アイヌ協会の方から常時１人と
当面の間、町の専門職員を１人、計２人が常駐

する予定。

質疑・答弁

可決

白糠町共同利用模範牧場の一部
　　白糠町共同利用模範牧場の設置及び管理に関

する条例の廃止に伴い、 釧路畜産㈱へ本牧場の

一部を売り払いするものです。

財産の処分

問売り払い地に水源があり隣接する住民に影響が

ないか改めて確認する。

答民間事業者への売り払いにより、民地となる
ので、そこに付設されている水道管を通じて

民家 2戸へ水を供給している部分に関しては、

現在の井戸水の試掘調査を実施し、何カ所かポ

イント的に水は出てるということなので、その

水を活用し供給をしたいと考えている。

質疑・答弁

問ウレシパチセで展示されているものが、 今度は、

アイヌミュージアムに展示されるのか。

答ウレシパチセにも展示コーナーがあるが、 その

中から重要なものはアイヌミュージアムに移し、 ウ

レシパチセには、 アイヌミュージアムに展示しきれ

ないものを今までどおり展示しようと考えている。

問入館料、入場料などについては。
答展示物や資料の多くは町民からの提供がほとん

どであり、 今後もそのようなことが想定されること、

また、 たくさんの方に気軽に来館していただきたい

という趣旨から無料とする。

質疑・答弁

報告

　　令和 6 年度一般会計、 各特別会計および各事

業会計の予算審査のため、 議長を除く全議員に

より「 令和 6 年度白糠町各会計予算審査特別委

員会」 を設置しました。

　　予算審査内容は、 ８ページから 11 ページに掲載してい

ます。

予算審査特別委員会

報告

　　総務文教常任委員会の中河委員長から調査結

果の報告が行われました。

　　報告の内容は、 22 ページから 23 ページに掲載してい

ます。

所管事務調査報告
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取
り
消
し
を
求
め

る
も
の

③
原
告
に
は
、
マ
ス
ク
不
着
用
で

議
会
議
場
に
出
席
し
て
発
言
す
る

権
利
が
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め

る
も
の

④
議
会
で
の
発
言
の
機
会
を
奪
わ

れ
た
こ
と
に
対
す
る
精
神
的
損
害

と
し
て
、
20
万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
る
も
の

⑤
訴
訟
費
用
の
負
担
を
求
め
る
も

の
、
で
あ
る
。

　　

こ
れ
ら
原
告
の
請
求
に
対
し
、

第
一
審
で
は
、
弁
論
終
結
後
、
①

～
③
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
司
法

審
査
の
対
象
外
で
あ
り
不
適
法
と

し
て
却
下
さ
れ
、
④
に
つ
い
て
は
、

国
家
賠
償
法
上
の
違
法
と
ま
で
は

言
え
な
い
、
も
し
く
は
そ
の
余
地

が
無
い
と
し
て
、
棄
却
と
す
る
判

決
が
、
令
和
４
年
３
月
29
日
に
言

い
渡
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

そ
の
後
、
第
一
審
の
判
決
に
対

し
、
令
和
４
年
４
月
８
日
付
で
控

訴
の
提
起
が
な
さ
れ
た
た
め
、
第

二
審
の
札
幌
高
等
裁
判
所
に
お
い

て
審
理
が
行
わ
れ
、
弁
論
終
結
後
、

令
和
５
年
３
月
14
日
に
控
訴
棄
却

の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　　
な
お
、
こ
の
控
訴
審
の
判
決
中
、

前
記
②
の
議
長
が
法
に
基
づ
き
原

告
に
告
知
し
た
退
場
処
分
と
発
言

厳
禁
止
処
分
に
つ
い
て
、
第
一
審

で
は
司
法
審
査
の
対
象
外
と
し
て

却
下
さ
れ
た
が
、
高
裁
で
は
裁
判

所
に
お
い
て
そ
の
適
否
を
判
断
で

き
る
も
の
と
し
、
司
法
審
査
の
対

象
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　　

内
容
と
し
て
は
、「
本
件
に
お

け
る
退
場
処
分
や
発
言
禁
止
処

分
は
、
議
場
の
秩
序
を
維
持
す
る

た
め
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

当
時
の
社
会
情
勢
や
、
原
告
が
と
っ

た
言
動
を
総
合
的
に
勘
案
す
る

と
、
議
長
が
原
告
に
対
し
マ
ス
ク
の

着
用
を
求
め
た
こ
と
が
、
合
理
性

や
必
要
性
を
欠
い
た
も
の
と
は
い

え
ず
、
議
長
の
裁
量
権
の
逸
脱
や

濫ら
ん

用よ
う

が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
国
家
賠
償
法
の
違

法
性
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
の
判
断
が
下
さ
れ
、控
訴
人
（
福

地
裕
行
）
の
訴
え
を
棄
却
し
た
も

の
で
あ
る
。

　　

そ
の
後
、
控
訴
審
の
判
決
に
対

し
、
令
和
５
年
３
月
27
日
付
で
上

告
お
よ
び
上
告
受
理
の
申
し
立
て

が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
令
和
６
年
１

月
24
日
付
で
、
最
高
裁
判
所
が
上

告
を
棄
却
す
る
と
と
も
に
、
上
告

審
と
し
て
受
理
し
な
い
旨
の
決
定

を
し
た
こ
と
か
ら
、
札
幌
高
等
裁

判
所
に
お
け
る
控
訴
審
判
決
が
確

定
し
、こ
の
こ
と
に
よ
り
、被
告
（
白

糠
町
）
の
勝
訴
と
し
て
、
本
訴
訟

事
件
の
す
べ
て
が
終
了
し
た
も
の

で
あ
る
。

最高裁

可決

可決

廃　　　　止

可決

認　　　　定

　　町道、 路線名「 庶路 1 号通り」 の終点は、 コイトイ川河川敷地で行き止まりとなり、 河川敷地を挟み、 庶

路 2 丁目 7 番 22 地先から国道 38 号までの区間の町有地が長年にわたり一般に既存道路として利用されて

いることから、 既存の町道「 庶路１号通り」 を廃止して終点位置等を変更し、 これと併せて「 庶路 1 号通り」

に隣接する国道 38 号から庶路 2 丁目 7 番 23 地先までの既存道路も、 新たに認定しました。

　　また、 町道「 栄橋通り」 に隣接する東１条北５丁目１番 11 地先までの区間も、 一般に利用されている既存

道路であり、 栄橋通り整備事業実施の際に、 土地所有者から道路用地として寄付を受けたことにより、 新たに

認定しました。

町道路線の廃止と認定

①路 線 名　庶路１号通り

・ 起　　　　点　白糠町庶路２丁目６番１地先

・ 終　　　　点　白糠町庶路２丁目７番４０地先

・ 道路延長　260 ｍ

・ 敷地幅員　9.0m から 10.9m

①路 線 名　庶路１号通り

・ 起　　　　点　白糠町庶路２丁目６番１地先

・ 終　　　　点　白糠町庶路２丁目７番 18 地先

・ 道路延長　417 ｍ

・ 敷地幅員　3.63m から 21.5m

②路 線 名　庶路 3 号通り

・ 起　　　　点　白糠町庶路２丁目７番３３地先

・ 終　　　　点　白糠町庶路２丁目７番２３地先

・ 道路延長　91.7 ｍ

・ 敷地幅員　3.63m から 3.63m

③路 線 名　東１条北８号通り

・ 起　　　　点　白糠町東１条北５丁目１番 11 地先

・ 終　　　　点　白糠町東１条北５丁目１番 13 地先

・ 道路延長　43.3 ｍ

・ 敷地幅員　6.0m から 6.0m

問東 1 条北 8 号通りの終点は公道等に接している

のか。

答終点は公道と接していない。 幅員が６ｍあるの

で、 町道認定基準で６ｍ以上は行き止まりでも認

定の基準に合致している。

　

質疑・答弁

討　　論
　　東１条北 5 丁目の関係であるが、 この認

定外道路は、 この時点であえて町道にする必

要がない。

　　非常に恣
し

意
い

的なものを感じるので、 よって

反対する。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 福地）

　　この路線については、 以前から寄付者の意

向もあり、 また近隣住民からも町道認定の要

望があったということなので、 それらを考慮し、

賛成とする。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 石田）

採決の結果、賛成多数により原案可決

反
対

賛
成



問
津
波
避
難
施
設
等
整
備
事
業
で
、
町
内

２
カ
所
に
避
難
タ
ワ
ー
を
整
備
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
が
建
物
の
規
模
は
。

答
白
糠
地
区
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
構
造

は
鉄
骨
造
で
、
面
積
が
４
１
９
・42
平
方
メートル
、

建
物
高
が
20
・
38
メートル
、
避
難
棟
の
床
高
が

14
メートル
と
な
り
、
津
波
の
基
準
水
位
が
12
・

９
メートル
な
の
で
、
１
メートル
ほ
ど
余
裕
が
あ
る
形

で
整
備
す
る
。
避
難
棟
の
面
積
が
１
４
３

平
方
メートル
、
ス
ロ
ー
プ
の
延
長
が
２
２
８
・
28

メートル
、
そ
の
ほ
か
に
階
段
が
あ
り
、
蹴
上
げ
が

16
センチ
の
89
段
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
西
庶
路
地
区
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
構

造
は
鉄
骨
造
、
面
積
が
３
１
７
・58
平
方
メートル
、

建
物
高
が
18
・
38
メートル
、
避
難
棟
の
床
高
が

12
メートル
と
な
り
、
津
波
の
基
準
水
位
が
10
・

9
メートル
に
な
の
で
１
メートル
程
度
の
余
裕
が
あ
る

形
で
整
備
す
る
。
避
難
棟
の
面
積
は
85
・

58
平
方
メートル
、
ス
ロ
ー
プ
が
１
９
７
・28
メートル
、
階

段
が
蹴
上
げ
16
センチ
の
75
段
と
な
っ
て
い
る
。

問
災
害
用
備
品
の
整
備
内
容
は
。

答
厳
冬
期
の
対
策
の
強
化
の
た
め
、
指
定

緊
急
避
難
場
所
（
津
波
）
に
、
テ
ン
ト
を

１
基
ず
つ
増
や
し
て
各
4
基
と
し
、
現
在

避
難
場
所
に
1
台
し
か
な
い
ス
ト
ー
ブ
を

各
コ
ン
テ
ナ
の
中
や
テ
ン
ト
内
で
も
使
え
る

う
に
、
テ
ン
ト
の
数
に
見
合
う
分
の
ス
ト
ー

ブ
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
を
整
備
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

問
特
殊
消
防
資
機
材
の
関
係
で
、
ド
ラ
イ

ス
ー
ツ
は
何
人
分
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
白
糠
支
署
に
潜
水
士
の
有
資
格
者

は
何
人
い
る
か
。

答
ド
ラ
イ
ス
ー
ツ
は
３
着
の
購
入
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、潜
水
士
の
有
資
格
者
は
、

６
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
施
設
管
理
費
で
備
品
購
入
の
内
容
は
。

答
西
庶
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
、
庶

路
町
民
セ
ン
タ
ー
の
体
育
施
設
用
の
熱
中

症
対
策
と
し
て
業
務
用
扇
風
機
を
各
２

基
、
庶
路
町
民
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル
の
進

入
口
の
段
差
解
消
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
、
西

庶
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室

の
猛
暑
対
策
と
し
て
エ
ア
コ
ン
２
基
を
設
置

す
る
内
容
。

問
新
築
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
減
額
し
て

い
る
固
定
資
産
税
の
影
響
額
は
ど
の
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

答
令
和
６
年
度
減
免
に
よ
る
影
響
額
は

１
１
０
万
４
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、
交
付
に

つ
い
て
普
及
率
の
向
上
を
図
る
と
な
っ
て
い

る
が
、
令
和
５
年
度
で
何
％
な
の
か
。

答
２
月
末
時
点
の
交
付
枚
数
率
は
84
・６
％

と
な
っ
て
い
る
。

問
交
通
安
全
旗
の
購
入
予
定
の
３
６
０
枚

の
旗
は
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

答
白
糠
町
で
設
置
し
て
い
る
場
所
は
、
特

に
市
街
地
の
目
立
つ
と
こ
ろ
で
、
恋
問
の

赤
色
回
転
灯
の
周
辺
や
馬
主
来
の
入
り
口

の
他
、
町
内
全
域
に
設
置
す
る
。

問
ア
イ
ヌ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
空
調
設
備
だ

が
、
こ
れ
は
当
初
設
計
工
事
で
処
理
で
き

な
か
っ
た
内
容
か
。

答
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
設
に
当
た
り
令
和
３

年
度
か
ら
の
年
次
計
画
で
建
設
し
て
き
た

が
、
当
時
の
実
施
設
計
に
、
空
調
、
エ
ア

コ
ン
な
ど
の
概
念
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
６
年
度
に
お
い
て
整
備
す
る
よ
う
予

算
計
上
し
て
い
る
。

問
団
体
の
支
援
で
、
カ
ラ
オ
ケ
機
器
の
設

置
と
あ
る
が
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
新
た
に
増
設
を
す
る
の
か
。

答
令
和
６
年
度
か
ら
振
興
セ
ン
タ
ー
に
新

た
に
設
置
す
る
予
定
で
、
既
に
設
置
済
み

の
カ
ラ
オ
ケ
機
器
と
合
わ
せ
た
５
台
分
の

使
用
料
と
な
る
。

問
結
婚
祝
い
金
支
給
事
業
の
７
５
０
万
の

事
業
の
内
訳
と
幸
せ
わ
く
わ
く
結
婚
サ

ポ
ー
ト
事
業
１
，
２
０
０
万
の
事
業
の
内
訳

と
支
給
方
法
は
。

答
結
婚
祝
い
金
支
給
事
業
は
、
１
世
帯
当
た

り
30
万
円
と
し
て
令
和
6
年
度
中
の
婚
姻

数
を
25
組
と
見
込
み
予
算
計
上
し
て
い
る
。

更新された交通安全旗更新された交通安全旗

問
映
画
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推

進
で
２
億
４
，
１
８
２
万
円
の
内
容
は
。

答
ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
の
補
助
金
の
内
容
は
、
ア
イ
ヌ

映
画
に
対
す
る
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
、
当
初
３
億
円
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
、
23
件
、
５
，

８
１
８
万
円
の
御
寄
附
を
頂
い
て
い
る
の

で
、
３
億
円
か
ら
差
し
引
い
た
額
を
６
年

度
に
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問
企
業
活
動
支
援
条
例
補
助
金
２
億
円
の

内
訳
は
。

答
１
件
当
た
り
の
上
限
５
千
万
円
の
４
件

分
と
し
て
２
億
円
を
計
上
。

問
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
中
間

評
価
業
務
の
内
容
は
。

答
令
和
３
年
度
全
町
に
光
回
線
の
敷
設

工
事
を
実
施
し
た
。
全
体
の
事
業
費
で

は
４
億
８
千
万
円
ほ
ど
、
町
の
負
担
は

３
億
１
千
万
円
ほ
ど
支
出
し
て
町
の
全
沢

地
域
で
光
回
線
が
引
け
る
体
制
を
整
え

た
。
当
初
計
画
で
は
１
６
０
件
が
接
続
を

す
る
こ
と
で
国
に
申
請
し
て
い
る
が
、
現
在

確
認
で
き
て
い
る
の
が
80
件
程
度
な
の
で
、

沢
地
域
全
戸
に
対
し
て
追
跡
調
査
を
行
い

そ
の
後
、
中
間
報
告
を
作
成
し
、
国
と
町

民
に
告
示
す
る
内
容
。

問
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設
置
、
と
あ
る

が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
人
数
は
。

答
案
の
段
階
だ
が
、
町
長
、
連
合
町
内
会
、

釧
路
司
法
書
士
会
、
白
糠
建
設
業
協
会
、

白
糠
郵
便
局
、
白
糠
町
商
工
会
、
白
糠
消

防
支
署
な
ど
を
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
、
10

人
程
度
と
考
え
て
い
る
。

問
役
場
庁
舎
の
空
調
設
備
と
車
両
セ
ン

タ
ー
の
車
庫
の
改
修
の
内
容
は
。

答
庁
舎
空
調
設
備
設
置
工
事
は
、
昨
年
の

記
録
的
な
猛
暑
を
鑑
み
、
特
に
町
民
や
来

客
が
あ
り
、
部
屋
を
閉
め
切
っ
て
使
用
す

る
部
屋
を
メ
イ
ン
に
、
会
議
室
な
ど
８
室
に

エ
ア
コ
ン
を
10
基
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
場
所
は
、
各
階
の
会
議
室
4
室
と
応

接
室
、
町
長
室
、
副
町
長
室
、
教
育
長
室

の
計
8
室
を
予
定
。

　
車
両
セ
ン
タ
ー
の
車
庫
の
改
修
工
事
は
、

建
設
か
ら
42
年
が
経
過
し
、
西
側
の
車
庫

の
屋
根
の
腐
食
が
進
ん
で
い
る
状
況
の
た

め
、
屋
根
の
ふ
き
替
え
、
外
壁
の
塗
装
、

電
動
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
更
新
、
照
明
の
更
新
、

屋
外
照
明
を
設
置
す
る
内
容
。

企

画

財

政

課

総

務

課

庶

路

支

所

地

域

防

災

課

税

務

課

町
民
サ
ー
ビ
ス
課

介

護

福

祉

課

健
康
こ
ど
も
課

令和６年度令和６年度

予算予算
審査審査

　令和６年度の各会計の予算審査は、 予算審査特別委
員会を設置し、 委員長に小池憲一委員、 副委員長に坂

本勝雄委員を互選して、 ３月 11 日から 13 日の３日間

の日程で行いました。

　各課から新規事業などの説明を受け、 質疑応答により

慎重に審査しました。 各課の主な質疑をお知らせします。

（ 予算の内容は３月 25 日発行の町広報をご覧ください。）

各 会 計 予 算 額

会　　　　　計 令和６年度 令和５年度 増減 増減率
一　般　会　計 24,585,000 17,430,000 7,155,000 41.0

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 948,905 1,029,395 ▲ 80,490 ▲ 7.8
介 護 保 険 1,111,681 1,086,478 25,203 2.3
後 期 高 齢 者 医 療 166,021 147,084 18,937 12.9
簡 易 水 道 及 び 飲
用 水 道 供 給 事 業 0 192,830▲ 192,830 皆減

公 共 下 水 道 事 業 0 1,040,144▲1,040,144 皆減
計 2,226,607 3,495,931▲1,269,324 ▲ 36.3

合　　　　計 26,811,607 20,925,931 5,885,676 28.1

（ 単位 ：千円、 ％）

予算審査特別委員会
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幸
せ
わ
く
わ
く
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、

住
宅
の
引
っ
越
し
費
用
や
賃
料
な
ど
の
補

助
金
と
し
て
、
1
組
当
た
り
60
万
円
で
20

組
を
想
定
し
て
い
る
。

　　
支
給
方
法
は
、
町
内
で
結
婚
に
必
要
な

も
の
を
購
入
し
た
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
の

提
示
を
し
て
い
た
だ
き
現
金
支
給
と
な
る
。

問
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
補
助
金
の

内
容
は
。

答
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
北
海
道

社
会
福
祉
事
業
団
に
委
託
し
て
お
り
、
そ

の
運
営
に
か
か
る
費
用
を
補
助
金
と
し
て

支
払
っ
て
い
る
。

問
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
中
で
、

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
あ
る
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
登
録
を
し
て
い
る
方

は
何
人
か
。

答
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
１
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
内
容
は

提
供
会
員
が
依
頼
会
員
宅
へ
行
き
、
子
ど

も
の
面
倒
を
見
て
い
る
間
に
、
母
親
が
離

乳
食
を
作
る
と
い
う
よ
う
な
支
援
の
内
容

だ
っ
た
。

　　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、

チ
ラ
シ
や
広
報
な
ど
で
も
周
知
は
し
て
い
る

が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
へ
の

宣
伝
や
実
際
に
依
頼
を
考
え
て
い
る
会
員

と
提
供
会
員
が
接
す
る
機
会
を
設
け
る
な

ど
し
て
双
方
の
理
解
を
深
め
、
利
用
し
や

す
い
体
制
を
作
っ
て
い
る
。

　

依
頼
会
員
数
は
11
人
で
、
子
ど
も
の
面

倒
を
見
る
提
供
会
員
は
10
人
、
ど
ち
ら
も

兼
ね
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
２
人
と
な
っ

て
い
る
。

問
帯
状
疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
支
援
は
、
対
象

者
50
歳
以
上
で
何
人
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

補
助
が
な
け
れ
ば
、
幾
ら
か
か
る
ワ
ク
チ
ン

な
の
か
。

答
既
に
令
和
５
年
度
で
接
種
を
済
ま
せ
た

方
を
除
い
て
、
令
和
６
年
度
50
歳
以
上
に

な
る
方
が
４
，
６
８
１
人
。

　　

補
助
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
は

１
万
円
。
補
助
が
な
い
場
合
の
接
種
費
用

は
１
回
に
つ
き
２
万
１
千
円
で
、
２
回
の
接

種
が
必
要
な
た
め
、
４
万
２
千
円
の
ワ
ク
チ

ン
と
な
る
。

問
帯
状
疱ほ
う

疹し
ん

の
発
症
や
重
症
化
予
防
の
効

果
と
有
効
期
間
は
。

答
全
国
で
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
発
症

予
防
の
効
果
は
97
％
で
、
高
い
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
白
糠
町
で
実
施
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
９
年
以
上
の
持
続
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

問
令
和
５
年
12
月
の
断
水
時
に
、
本
管
の

つ
な
ぎ
手
部
品
が
近
隣
管
内
に
な
か
っ
た
た

め
、
復
旧
が
遅
く
な
っ
た
と
聞
く
。
今
後

に
お
い
て
、
あ
る
程
度
そ
う
い
っ
た
部
品
の

事
前
準
備
は
可
能
で
は
な
い
の
か
。

答
３
５
０
ミリ
管
が
近
隣
管
内
に
な
く
復
旧

が
遅
く
な
っ
た
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、

新
年
度
の
予
算
の
中
で
、
で
き
る
範
囲
で

用
意
し
た
い
。

問
雨
水
管
路
整
備
事
業
で
の
調
査
後
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
雨
水
管
路
の
調
査
の
概
要
は
白
糠
市

街
、
庶
路
市
街
、
西
庶
路
市
街
、
延
長
で

60
キロ
ほ
ど
の
配
水
管
の
管
径
、
高
さ
、
勾

配
、
こ
れ
ら
を
ま
ず
調
査
し
、
そ
の
中
で
、

国
道
38
号
、
白
糠
市
街
の
南
側
、
旧
消
防

庁
舎
の
前
、
旧
白
糠
小
学
校
の
南
４
丁
町

通
り
や
20
ミリ
ほ
ど
の
降
雨
で
冠
水
す
る
箇

所
を
調
査
し
て
概
略
の
計
画
を
立
て
、
管

を
大
き
く
す
る
、
勾
配
を
き
つ
く
す
る
な

ど
の
検
討
を
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
大
雨

が
降
る
と
鉄
北
地
区
や
総
合
体
育
館
前
が

冠
水
す
る
の
で
、
抜
本
的
な
対
策
の
検
討

を
す
る
。

問
岬
の
森
公
園
改
修
事
業
で
は
、
ウ
レ
シ

パ
チ
セ
か
ら
少
し
上
が
っ
て
右
側
に
木
の
階

段
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
改
修
す
る

内
容
か
。

答
弔
魂
碑
に
上
る
階
段
は
、
地
山
に
沿
っ

た
階
段
で
は
な
く
、
杭
を
打
っ
て
浮
か
し
た

よ
う
な
形
状
に
し
て
、
緩
い
階
段
に
な
る

よ
う
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
10
メートル
ご
と
に

踊
り
場
も
設
け
る
予
定
。

問
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
う
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
載
っ
て

い
る
の
は
大
体
大
き
な
橋
と
思
わ
れ
る
が
、

小
さ
な
橋
の
安
全
性
も
、
い
ま
一
度
点
検

す
る
整
備
計
画
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

答
町
道
で
管
理
す
る
橋
梁
は
１
２
７
橋
あ

り
、
５
年
に
１
回
の
点
検
を
実
施
し
て
い

る
。
令
和
５
年
度
中
に
２
巡
目
の
点
検
が

終
わ
り
、
橋
の
大
小
は
関
係
な
く
、
点
検

し
た
結
果
で
損
傷
度
が
高
い
も
の
か
ら
優

先
的
に
修
繕
を
し
て
い
る
。
点
検
し
た
結

果
、
ラ
ン
ク
１
が
健
全
で
ラ
ン
ク
４
が
一
番

危
な
い
と
な
る
が
、
ラ
ン
ク
４
は
存
在
せ

ず
、ラ
ン
ク
３
の
橋
か
ら
全
部
直
し
て
お
り
、

令
和
11
年
度
末
に
は
完
了
予
定
の
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

問
公
有
財
産
購
入
費
で
、
給
湯
器
な
ど
の

水

道

課

建

設

課

内
容
は
。

答
町
営
住
宅
台
所
の
レ
ン
ジ
フ
ー
ド
、
蓄

熱
暖
房
機
、
流
し
の
電
磁
調
理
器
、
流
し

台
、
浴
槽
、
そ
の
類
い
で
、
一
番
大
き
な

金
額
と
し
て
は
、
電
気
温
水
器
で
30
年
ぐ

ら
い
経
過
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を

計
画
的
に
取
り
替
え
る
予
定
。

問
家
畜
防
疫
対
策
の
予
防
接
種
の
費
用
だ

が
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
と
い
う
病
気
の
対
策
も
含

め
て
い
る
か
。

答
家
畜
防
疫
対
策
は
、
基
本
的
に
育
成
牛

の
春
秋
の
予
防
接
種
で
免
疫
能
力
を
高
め

て
、
も
し
病
気
が
発
生
し
た
場
合
は
、
白

糠
町
家
畜
畜
産
物
衛
生
指
導
協
議
会
と
し

て
、
各
種
病
気
に
対
し
て
、
畜
舎
消
毒
作

業
や
、
ほ
う
き
や
デ
オ
ド
ラ
ン
ト
な
ど
の
物

品
を
購
入
し
て
、
清
浄
化
に
向
け
て
対
策

し
て
い
る
。

問
狩
猟
免
許
等
取
得
支
援
事
業
で
２
人
分

の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
今
年
の
実

績
と
、
も
し
６
年
度
予
定
者
数
を
超
え
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る

か
。

答
狩
猟
免
許
の
取
得
に
係
る
実
績
は
、
今

年
度
は
３
人
で
、
来
年
度
２
人
を
超
え
た

部
分
に
つ
い
て
は
、
上
限
が
11
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
予
備
講
習
受
験
料
や
狩
猟
登

録
の
手
数
料
だ
け
で
は
上
限
ま
で
い
か
な
い

の
で
、
で
き
る
だ
け
予
算
内
で
対
応
し
不

足
分
は
補
正
等
で
対
応
す
る
。

問
町
有
林
の
今
後
の
伐
採
予
定
は
。

答
令
和
６
年
度
の
間
伐
事
業
は
、
マ
カ

ヨ
、
上
庶
路
、
八
百
町
の
町
有
林
で
実
施

し
、
カ
ラ
マ
ツ
２
３
６
立
方
メートル
、
ト
ド
マ
ツ

１
，
５
４
７
立
方
メートル
、
天
然
林
２
３
１
立
方

メートル
、
合
計
で
２
，
０
１
４
立
方
メートル
の
材
積
を

予
定
し
て
い
る
。

問
海
洋
観
測
機
器
の
改
修
時
期
と
期
間
。

ま
た
、
拡
充
す
る
機
能
は
、
十
勝
の
漁
業

者
は
携
帯
な
ど
で
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
と
聞
く

が
そ
う
い
う
機
能
も
付
く
の
か
。

答
今
回
の
改
修
は
、
セ
ン
サ
ー
の
機
能
拡

充
で
、
風
力
計
、
流
況
計
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ

ル
計
の
三
つ
の
機
能
を
追
加
し
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
海
洋
状
況
を
見
る

事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
改
修
期
間
は
、

４
月
～
９
月
を
予
定
し
て
い
る
。

問
白
糠
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
の
補
助
金
が

昨
年
度
か
ら
１
，
４
６
０
万
円
ほ
ど
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答
白
糠
ふ
る
さ
と
振
興
協
会
で
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
対
応
で
き
る
テ
ン
ト
の
購
入
と
、

花
火
大
会
が
10
周
年
の
た
め
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

問
白
糠
高
校
教
育
活
動
へ
の
支
援
の
う
ち
、

給
付
型
奨
学
金
に
よ
る
進
学
支
援
の
内
容

は
。

答
給
付
型
奨
学
金
は
、
大
学
進
学
や
短
大

進
学
を
予
定
さ
れ
て
い
る
11
人
に
給
付
を

す
る
も
の
で
、
11
人
の
う
ち
４
年
制
大
学

10
人
、
短
大
１
人
を
予
定
し
て
お
り
、
一

律
月
額
３
万
円
の
給
付
型
の
奨
学
金
と

な
っ
て
い
る
。

問
情
操
教
育
指
導
者
の
声
楽
の
方
が
退
任

し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
す
る
の
か
。

答
後
任
の
募
集
を
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
音
楽
に
関
係
す
る
大
学

な
ど
個
別
に
案
内
し
て
い
る
。

問
女
性
教
育
の
充
実
の
内
容
は
。

答
白
糠
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
団

体
へ
の
活
動
の
支
援
と
し
て
、
各
種
総
会
、

事
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

問
家
庭
教
育
カ
フ
ェ
の
開
設
が
年
に
１
回
と

い
う
こ
と
だ
が
、
学
校
関
係
を
含
め
、
保

護
者
は
悩
み
が
多
い
と
思
う
の
で
、
回
数

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

答
カ
フ
ェ
以
外
に
も
に
も
子
育
て
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。　　

問
総
合
体
育
館
の
改
修
事
業
で
、
駐
車
場

や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ど
こ
を
整
備
す
る
の
か
。

答
駐
車
場
の
外
構
工
事
と
隣
接
す
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て
、
半
面
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
も
う
半
面
に
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ト
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
を
整
備
す
る
。
ま
た
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
管
理
棟
の
内
部
改
修
を
し
、

暑
さ
対
策
と
し
て
、
総
合
体
育
館
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

問
導
入
当
初
よ
り
も
調
理
釜
の
容
量
は
小

さ
く
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
調
理
釜
は
も
と
も
と
３
２
０
㍑
を
４
台

設
置
し
て
い
た
が
、
生
徒
数
の
減
少
も
あ

り
、
６
年
度
予
算
で
小
型
の
２
０
０
㍑
を

４
台
購
入
し
、
入
れ
替
え
る
予
定
。

経

済

課

管

理

課

社

会

教

育

課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
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　 森　武人 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７㌻

　１ 人口減少に伴い将来を見据えたまちづくりについて

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８㌻

　１ 産業の振興と状況について

　２ 人口減少対策について

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９㌻

　１ 旧国鉄白糠線跡地について

　２ ヒグマの「指定管理鳥獣」についておよびその他の有害鳥獣について

　池村 美博 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０㌻

　１ 住民窓口について

　川森   静  議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１㌻

　１ 庶路学園の通学路のガードレール設置について

　２ 外国籍の子どもの日本語学習支援について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２㌻

　１ ７期 28 年の自己評価について

　２ 断水について

　３ 私道の整備について

　４ 建物の耐震改修について

　５ ワクチン接種記録について

　６ 教員の体罰について

　

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報広聴調査特別委員会

　　が校正したものです

議 員森 　 武 人 
もり たけ と

一

般

質

問

問いかけ
提案する

問
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
（
以
下
「
社
人
研
」）
が

２
０
５
０
年
ま
で
の
『
全
国
の
地

域
別
将
来
推
計
人
口
』
を
発
表
し

た
。

　　

白
糠
町
は
、
２
０
５
０
年
の
人

口
、
２
，
８
４
１
人
と
２
０
２
０
年

の
７
，
２
８
９
人
か
ら
61
％
の
減
少

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
釧
根
管
内

全
て
の
ま
ち
で
人
口
減
で
あ
る
が
、

減
少
率
が
最
も
高
い
の
が
本
町
で

あ
る
。

　　
死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を
大
幅

に
超
え
て
い
る
現
状
で
、
高
齢
化

率
も
上
昇
し
て
い
る
。
ま
ち
の
存

続
に
向
け
て
減
少
を
抑
え
る
対
策

が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
本
町
が
目
指
す
べ
き
人
口
の

将
来
展
望
を
示
す
白
糠
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
２
０
４
０
年
に
６
，

１
５
７
人
、
２
０
６
０
年
に
は
５
，

２
８
４
人
と
目
標
設
定
し
、
議
会

と
行
政
が
共
通
認
識
の
も
と
、
こ

の
課
題
に
対た
い

峙じ

し
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。

　　
本
町
の
恵
ま
れ
た
気
候
風
土
を

最
大
限
に
生
か
し
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
・
漁
業
・
林
業
の
１
次

産
業
を
支
援
・
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
、
２
次
・
３
次
産
業
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
、
教

育
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
人
口
減

少
対
策
に
結
び
付
い
て
い
く
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　　
魅
力
的
な
地
域
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
中
、
自
然
減
を
極
力
抑
制

し
、
特
に
子
育
て
世
帯
を
中
心
と

し
た
転
入
者
を
多
く
受
け
入
れ
る

社
会
増
を
目
指
し
、
各
種
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問
「
特
に
子
育
て
世
帯
を
中
心
と

し
た
転
入
者
を
多
く
受
け
入
れ
る

社
会
増
」
に
つ
い
て
、
取
り
組
み

内
容
を
伺
う
。
併
せ
て
、
町
内
は

も
と
よ
り
、
町
外
に
も
十
分
に
情

報
発
信
し
、
当
該
世
帯
に
各
種
施

策
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
広
報
な
ど
で
情
報

発
信
は
し
て
い
る
が
、
相
手
に
理

解
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
効
果

が
な
い
。
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
第
２
期
白
糠
町
創
生
総
合
戦
略

で
「
雇
用
」「
定
住
・
交
流
」「
子

育
て
」「
地
域
」
の
４
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
種
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
情
報

発
信
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
移
住
・
定
住
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
広
く
周
知
し

て
い
る
。

　　
町
外
の
方
か
ら
は
「
子
育
て
支

援
が
充
実
し
て
い
る
」「
魅
力
的
な

ま
ち
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
広
く
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

問
太
陽
の
手
子
育
て
支
援
事
業
を

各
種
展
開
し
、
当
該
世
代
の
方
か

ら
は
感
謝
の
言
葉
を
聞
く
が
、
反

面
、
町
内
に
〝仕
事
を
す
る
場
が

少
な
い
〟
〝買
い
物
が
不
便
〟
と
の

声
を
幅
広
い
世
代
か
ら
聞
く
。
こ

れ
ら
も
、
本
町
に
住
み
に
く
い
要

因
の
一
つ
と
考
え
る
。

　　
白
糠
駅
周
辺
整
備
事
業
で
は
高

額
な
費
用
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
図
書
館
は
必
要
な
の
か
。

テ
ナ
ン
ト
で
ス
ー
パ
ー
に
入
っ
て
い

た
だ
い
た
ほ
う
が
、
町
民
の
利
便

性
向
上
に
つ
な
が
り
、
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
が

伺
う
。

答
ス
ー
パ
ー
の
件
は
、
担
当
含
め

い
ろ
い
ろ
な
声
は
届
い
て
い
る
。
町

が
ス
ー
パ
ー
を
建
て
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
民
間
の
方
が
そ
う
い
う

方
向
に
考
え
て
い
た
だ
け
る
こ
と

が
今
後
可
能
で
は
な
い
か
と
期
待

も
し
て
い
る
。

　　
人
口
減
少
対
策
は
、
今
ま
で
町

内
や
近
郊
含
め
て
展
開
し
て
き
た

が
、
今
後
は
全
国
に
向
け
て
新
た

な
Ｐ
Ｒ
の
展
開
を
考
え
て
い
く
時

期
に
き
て
い
る
。

問
ま
ち
の
将
来
を
支
え
る
14
歳
以

下
人
口
が
全
道
５
番
目
の
高
い
減

少
率
に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
で
歯

止
め
を
か
け
る
の
か
伺
う
。

答
平
成
30
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

る
「
太
陽
の
手
子
育
て
支
援
」
や

「
新
築
定
住
宅
地
の
無
償
提
供
」

に
よ
り
子
育
て
世
帯
が
81
世
帯

２
４
９
人
、
う
ち
子
ど
も
は
１
３
１

人
移
住
し
て
い
る
。
総
務
省
が
公

表
し
た
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く

２
０
２
３
年
の
人
口
移
動
報
告
で
、

釧
根
管
内
で
は
白
糠
町
が
３
番
目

と
な
る
転
入
超
過
で
あ
り
、
社
人

研
推
計
が
必
ず
そ
う
な
る
と
考
え

て
い
な
い
。
少
し
で
も
本
町
の
人

口
減
少
を
和
ら
げ
る
に
は
、
子
育

て
・
教
育
・
住
宅
施
策
へ
の
サ
ポ
ー

ト
や
「
雇
用
の
場
の
確
保
」「
働

く
人
の
確
保
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
を
総
合
的
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
最
大
の
取
り
組
み
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
住

宅
政
策
の
拡
充
や
現
行
制
度
の
拡

大
・拡
充
も
含
め
、
積
極
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
く
。

議
員
６
人
が
14
件
18
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

問答

人
口
減
少
に
伴
い
将
来

を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

自
然
減
を
極
力
抑
制

し
、
子
育
て
世
帯
を
中

心
と
し
た
転
入
者
を
多

く
受
け
入
れ
る
社
会

増
を
目
指
し
、
各
種

施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い

一般質問

８
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議 員中 河 敏 史 
なか がわ とし ふみ

議 員石 田 正 義
いし だ まさ よし

問
旧
国
鉄
白
糠
線
廃
止
に
伴
い
、

線
路
用
地
は
白
糠
町
に
移
管
さ
れ
、

当
初
は
活
用
方
法
な
ど
を
議
論
さ

れ
た
が
有
効
な
活
用
は
さ
れ
な
い

ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
跡
地

自
体
も
分
断
さ
れ
総
合
的
な
活
用

は
難
し
い
。
一
部
の
農
地
な
ど
も

分
断
さ
れ
た
ま
ま
で
、
作
業
に
支

障
を
来
し
て
い
る
。
改
め
て
有
効

な
活
用
を
図
る
べ
き
。

答
旧
白
糠
線
跡
地
に
つ
い
て
は
、

昭
和
58
年
10
月
の
廃
線
後
、
昭
和

62
年
3
月
に
当
時
の
日
本
鉄
道
建

設
公
団
か
ら
10
年
間
の
用
途
指
定

の
制
限
付
き
で
町
へ
譲
渡
さ
れ
て

以
降
、
普
通
財
産
と
し
て
管
理
し
、

旧
白
糠
線
跡
地
の
う
ち
農
道
、
通

学
路
な
ど
の
公
用
地
に
つ
い
て
は
、

白
糠
線
公
用
地
利
用
計
画
書
に
基

づ
き
、
茶
路
5
号
線
以
北
の
12
の

町
内
会
に
管
理
を
委
託
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
平
成
9
年
3
月
に
当
初

の
用
途
指
定
が
解
除
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
町
独
自
で
の
土
地
利
用
が

可
能
と
な
り
、
跡
地
の
売
り
払
い

に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
全
て
に
応

じ
る
に
は
、
一
度
に
約
33
㌖
の
用

地
確
定
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
多

大
な
測
量
費
用
を
要
す
る
こ
と
か

ら
断
念
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
14
年
5
月
に
は

沿
線
の
農
地
所
有
者
や
農
道
と
し

て
利
用
し
て
い
る
方
へ
無
償
貸
し

付
け
を
行
う
べ
く
、
国
道
３
９
２

号
交
点
以
北
の
沿
線
住
民
な
ど
へ

の
聞
き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
現

地
調
査
を
実
施
し
、
農
協
な
ど
の

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
き
た

が
、
権
利
調
整
に
係
る
事
務
調
査

が
難
航
し
た
こ
と
か
ら
無
償
貸
し

付
け
に
至
ら
ず
、
今
日
ま
で
普
通

財
産
と
し
て
管
理
を
続
け
て
い
る
。

　 

譲
渡
さ
れ
て
か
ら
37
年
が
経
過

し
、
農
家
戸
数
や
農
地
の
利
用
状

況
な
ど
、
大
き
く
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
現
在
、

旧
白
糠
線
跡
地
の
払
い
下
げ
を
希

望
す
る
方
が
い
れ
ば
、
土
地
の
管

理
を
し
て
い
る
町
内
会
や
隣
接
す

る
土
地
所
有
者
と
協
議
し
、
他
に

影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
う

え
で
、
分
筆
や
測
量
費
用
の
負
担

を
前
提
に
払
い
下
げ
は
可
能
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
他
、
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

問
環
境
省
は
、
ク
マ
に
よ
る
人
身

被
害
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
ヒ
グ
マ
の
2

種
を
、
国
の
交
付
金
を
用
い
て
捕

獲
で
き
る
「
指
定
管
理
鳥
獣
」
に

指
定
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
今
後
、

エ
ゾ
シ
カ
と
同
様
な
捕
獲
が
可
能

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
半
矢
に

な
っ
た
場
合
な
ど
、
シ
カ
猟
と
は

異
な
る
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。
国
、

道
な
ど
の
指
針
が
示
さ
れ
る
と
思

う
が
対
応
は
。

答
環
境
省
は
、
ヒ
グ
マ
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
を
国
の
交
付
金
を
用
い
て

捕
獲
が
可
能
と
な
る
「
指
定
管
理

鳥
獣
」
に
指
定
す
る
方
針
を
決
定

し
た
。

　

先
般
開
催
さ
れ
た
「
ク
マ
類
保

護
及
び
管
理
に
関
す
る
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
は
、
人
の
生
活
圏

と
ク
マ
類
の
生
息
域
を
区
分
す
る

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
」
な
ど
の
管
理

の
方
向
性
や
捕
獲
目
的
の
明
確
化
、

過
度
な
捕
獲
と
な
ら
な
い
た
め
の

捕
獲
内
容
の
限
定
、
人
の
生
活

圏
へ
の
出
没
を
防
止
す
る
た
め
の

環
境
整
備
な
ど
、
被
害
の
低
減
と

個
体
群
の
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
対
策
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

既
に
指
定
管
理
鳥
獣
に
指
定
さ
れ

て
い
る
二
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
と

は
異
な
る
方
針
と
想
定
さ
れ
る
。

　
シ
カ
猟
と
は
異
な
る
事
態
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
国
に
お
い
て
具
体

な
支
援
策
な
ど
の
方
向
性
が
示
さ

れ
る
が
、
町
と
し
て
も
捕
獲
活
動

な
ど
の
実
施
の
際
は
、
被
害
防
止

は
も
と
よ
り
、
地
域
住
民
や
捕
獲

従
事
者
の
安
全
対
策
な
ど
を
考
慮

し
た
上
で
執
り
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

猟
友
会
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
く
。

問
現
在
、
白
糠
町
内
で
捕
獲
対

象
に
な
い
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
情

報
、
ま
た
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
被
害
の
報
告
が

さ
れ
て
い
る
。
被
害
が
拡
大
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
、
早
急
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

答
令
和
2
年
10
月
、
農
林
水
産

大
臣
お
よ
び
北
海
道
地
方
環
境
事

務
所
長
よ
り
「
特
定
外
来
生
物
に

よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
の
防

止
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
ア

ラ
イ
グ
マ
等
特
定
外
来
生
物
の
防

除
許
可
を
受
け
た
の
で
、
法
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
く
。

問
ホ
タ
テ
の
増
養
殖
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
生
育
状
況
か
伺
う
。

答
令
和
４
年
度
に
放
流
し
た
稚

貝
は
、
昨
年
の
調
査
で
、
６
～
７

㌢
ま
で
成
長
し
、
生
残
率
50
％
程

度
で
あ
っ
た
が
、
本
年
の
調
査
で

は
、
8
～
9
㌢
に
成
長
、
生
残
率

20
～
30
％
程
度
と
確
認
。

　

5
年
度
に
放
流
し
た
稚
貝
は
、

本
年
の
調
査
で
6
～
7
㌢
に
成
長
、

60
％
程
度
の
生
残
が
あ
り
お
お
む

ね
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
今
後

に
期
待
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
水
産
資
源
の
安
定

的
確
保
や
漁
家
安
定
経
営
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

問
生
残
率
の
評
価
判
断
は
ど
う

な
の
か
。

答
生
残
率
30
％
あ
れ
ば
漁
業
営

業
に
つ
な
げ
て
い
け
る
と
白
糠
漁

業
協
同
組
合
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
方
で
成
功
し

た
と
聞
く
、
そ
ち
ら
と
比
べ
て
は

ど
う
な
の
か
。

答
白
糠
漁
協
か
ら
も
良
好
な
状

況
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

資
源
を
増
や
し
な
が
ら
漁
業
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

問
ホ
タ
テ
は
波
に
弱
い
と
い
う

が
放
流
す
る
深
さ
は
良
い
の
か
、

津
波
な
ど
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
４
年
度
は
水
深
40
㍍
に
放
流

し
た
。
し
け
の
影
響
を
受
け
、
2

年
目
か
ら
60
～
70
㍍
の
深
さ
に
放

流
し
て
い
る
。
津
波
の
想
定
ま
で

は
漁
協
か
ら
伺
っ
て
い
な
い
。

問
４
～
６
年
度
ま
で
の
計
画

だ
っ
た
が
、
そ
の
先
の
予
算
等
を

伺
う
。

答
４
年
度
に
放
流
し
た
貝
が
成

貝
と
な
る
。
そ
の
販
売
収
入
で
稚

貝
を
購
入
し
資
源
の
増
大
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

問
シ
ジ
ミ
貝
の
実
証
実
験
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
昨
年
よ
り
白
糠
漁
協
青
年
部
、

㈱
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
協
力

と
町
の
３
者
が
連
携
し
、
交
配
、
ふ

化
、
放
流
の
実
証
実
験
を
開
始
し

た
。
パ
シ
ク
ル
沼
お
よ
び
網
走
産
の

シ
ジ
ミ
を
使
用
し
、
計
５
回
人
工
ふ

化
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
。
１
回
は

交
配
、
ふ
化
が
成
功
し
70
万
粒
を
放

流
し
た
が
、
２
回
目
以
降
は
猛
暑
に

よ
る
水
温
上
昇
な
ど
影
響
を
受
け

受
精
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

　

今
後
も
㈱
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
漁
協

青
年
部
と
連
携
し
進
め
て
い
く
。

問
水
温
や
環
境
に
左
右
さ
れ
る

と
思
う
が
町
お
こ
し
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
パ
シ
ク
ル
沼
の
よ
う
な
所
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

問
交
配
や
ふ
化
は
淡
水
で
陸
上

で
水
槽
を
使
っ
て
行
っ
て
い
る
。

成
長
過
程
で
塩
分
濃
度
を
足
し
て

陸
上
の
養
殖
実
証
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

進
め
て
い
く
。

問
庶
路
地
区
の
ブ
ド
ウ
試
験
栽
培

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
「
ア
グ
ベ
ル
㈱
」
が
近
年
の
気

温
上
昇
を
受
け
、
冷
涼
な
北
海

道
で
の
事
業
展
開
を
検
討
す
る
中
、

本
町
を
含
め
道
内
各
地
の
気
候
条

件
で
の
生
育
や
収
穫
量
、
費
用
対

効
果
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　　
本
町
に
と
っ
て
も
新
た
な
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
今
後
の
展
開
に
期
待
し

て
い
る
。

　　
可
能
性
あ
る
も
の
は
先
を
読
み

な
が
ら
情
報
を
収
集
し
、
一
歩
前

へ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

問
２
０
５
０
年
ま
で
の
人
口
推
計

で
は
大
幅
な
人
口
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。
町
づ
く
り
に
も
多
大
な
影

響
が
あ
り
町
民
み
ん
な
が
生
み
育

て
る
こ
と
の
重
要
性
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

答
こ
れ
ま
で
、
助
産
師
に
よ
る
産

前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
親
子

と
地
域
援
助
会
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
る
子
ど
も
預
か
り
、
送
迎
な

ど
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事

業
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
。

　　
子
育
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、
出
生
数
の
向
上
な
ら
び

に
若
い
世
代
の
移
住
、
定
住
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　　
い
ろ
ん
な
事
例
も
頭
に
入
っ
て
い

る
が
財
源
の
問
題
も
あ
る
。

　　

し
か
し
思
い
切
っ
た
展
開
を
す

る
時
期
か
と
も
考
え
て
い
る
。

問答

人
口
減
少
問
題
、
町

民
み
ん
な
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る

安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
環
境
整
備
し
、
若
い

世
代
の
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い

問答

産
業
の
振
興
と
状
況
に

つ
い
て
伺
う

情
報
収
集
し
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進

め
て
い
く

問答
「
指
定
管
理
鳥
獣
」
に

な
る
ヒ
グ
マ
の
対
応
は

関
係
機
関
と
協
議
し

対
応
す
る

一般質問 一般質問

８８

問答

旧
国
鉄
白
糠
線
用
地
の

有
効
活
用
を
図
る
べ
き

払
い
下
げ
も
可
能
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問
実
際
の
合
同
点
検
は
冬
期
間
ま

た
登
下
校
の
時
間
を
想
定
し
て
行

わ
れ
た
の
か
伺
う
。

答
令
和
4
年
度
の
点
検
に
つ
い
て

は
冬
期
間
も
実
施
し
た
。
そ
れ
と

は
別
に
各
学
校
に
お
い
て
夏
期
冬

期
そ
れ
ぞ
れ
に
点
検
を
行
い
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
。

問
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
の
設
置
が
難

し
け
れ
ば
、
万
が
一
の
事
故
を
想

定
し
て
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
道
路

維
持
だ
け
で
は
な
く
人
的
な
見
守

り
な
ど
を
行
え
な
い
か
伺
う
。

答
町
道
の
通
学
路
の
安
全
の
監
視

に
つ
い
て
は
交
通
指
導
員
な
ど
に

よ
っ
て
安
全
の
監
視
を
し
て
い
る
。

●
合
同
点
検
と
は

「
通
学
路
の
交
通
安
全
の
確
保
を

図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

・
見
通
し
の
よ
い
道
路
や
幹
線
道

路
の
抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
道
路
な

ど
車
の
速
度
が
上
が
り
や
す
い
箇

所
、
大
型
車
の
進
入
が
多
い
箇
所

・
過
去
に
事
故
に
至
ら
な
く
て
も

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
あ
っ
た
箇
所

・
保
護
者
、
見
守
り
活
動
者
、
地

域
住
民
な
ど
か
ら
市
町
村
へ
の
改

善
要
請
が
あ
っ
た
箇
所
な
ど
を
学

校
、
教
育
委
員
会
、
道
路
管
理
者

お
よ
び
地
元
警
察
と
合
同
で
行
う

点
検
。

　

問
具
体
的
支
援
の
対
応
策
を
伺
う
。

答
今
ま
で
外
国
籍
の
児
童
生
徒
が

就
学
し
た
実
績
は
な
い
が
、
今
後

就
学
・
転
入
し
た
場
合
に
は
、
国

で
示
さ
れ
て
い
る
「
外
国
人
児
童

生
徒
の
受
け
入
れ
の
手
引
」
や
道

で
示
さ
れ
て
い
る
「
受
け
入
れ
と

指
導
の
Ｑ
＆
Ａ
」
等
の
資
料
を
参

考
に
対
応
す
る
。

　　

ま
た
、
初
期
対
応
と
し
て
は
、

保
護
者
が
公
立
学
校
で
の
初
等
教

育
を
希
望
し
た
場
合
に
は
国
際
人

権
規
約
に
基
づ
き
受
け
入
れ
る
。

　　
ま
た
、
入
学
を
希
望
し
た
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
あ
ら
か
じ
め
、
言

語
や
生
活
環
境
の
実
態
を
把
握
し

た
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
効
果
的

な
活
用
に
よ
り
、
そ
の
子
に
あ
っ
た

特
別
な
体
制
を
整
え
る
。

さ
ら
に
、
外
国
籍
の
児
童
生
徒

が
4
人
ま
た
は
2
カ
国
語
以
上
と

な
っ
た
場
合
は
教
員
の
加
配
を
申

請
し
受
理
さ
れ
た
場
合
1
人
の
教

員
の
加
配
が
と
い
う
体
制
に
な
っ
て

い
る
が
、
も
し
そ
の
基
準
に
満
た

な
い
場
合
は
、
現
存
の
教
員
で
体

制
を
整
え
て
指
導
に
当
た
る
。

問
現
時
点
で
本
町
で
は
母
国
語
が

日
本
語
以
外
の
児
童
生
徒
に
対
し

て
言
語
の
面
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の

対
応
が
で
き
る
か
伺
う
。

答
現
時
点
で
の
本
町
に
お
け
る
体

制
と
し
て
は
、
各
校
に
1
人
配
置

し
て
い
る
英
語
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
中
国
語

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
協
力
で
、
英
語
と
中

国
語
の
2
カ
国
語
に
対
応
で
き
る
。

問
全
国
の
自
治
体
の
住
民
窓
口
な

ど
で
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

(

カ
ス
ハ
ラ)

の
被
害
を
受
け
て
い

る
。
町
と
し
て
ど
う
対
策
を
進
め

て
い
る
の
か
。

答
住
民
窓
口
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
は
、
国
に
お
い
て
「
顧
客
等

か
ら
の
暴
行
、
脅
迫
、
ひ
ど
い
暴
言
、

不
当
な
要
求
等
の
著
し
い
迷
惑
行

為
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　　
一
昨
年
か
ら
厚
生
労
働
省
で
は

企
業
な
ど
に
向
け
、
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
そ
の
対
応

に
努
め
、
近
年
は
官
民
を
問
わ
ず
、

カ
ス
ハ
ラ
に
よ
る
人
権
侵
害
や
健

康
不
調
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
状
況
を
受
け
、　
東
京
都
や
北
海

道
議
会
で
は
、
カ
ス
ハ
ラ
防
止
に

向
け
た
条
例
の
制
定
を
検
討
し
て

い
る
。

　　
白
糠
町
の
実
態
は
、
鳥
獣
の
駆

除
に
対
す
る
抗
議
電
話
に
よ
る
長

時
間
の
拘
束
や
、
窓
口
対
応
職
員

へ
の
暴
言
な
ど
多
様
な
事
例
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
カ
ス
ハ
ラ
と
判
断
さ

れ
る
内
容
の
も
の
が
あ
る
。

　
カ
ス
ハ
ラ
に
対
し
て
、
新
た
な

認
識
の
も
と
組
織
的
に
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
と
位
置
付
け
、
担
当

課
に
お
い
て
個
別
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
時
々
の
ニ
ー
ズ
や
問
題

に
合
わ
せ
た
研
修
の
受
講
を
通
じ
、

職
員
の
対
応
能
力
の
向
上
、
職
員

間
の
情
報
共
有
な
ど
に
努
め
る
。

問
庁
舎
内
ば
か
り
で
は
な
く
外
局

を
含
め
、
具
体
的
に
職
場
の
個
別

の
カ
ス
ハ
ラ
実
態
調
査
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
対
応
す
る
職
場
の
聞
き
取
り
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

問
あ
る
調
査
で
は
カ
ス
ハ
ラ
を
受

け
て
い
る
全
国
の
自
治
体
職
員
は

46
％
。

　　
被
害
を
受
け
た
職
員
は
精
神
的

に
病
み
、
そ
の
こ
と
が
原
因
で
う
つ

病
な
ど
疾
患
を
発
症
し
た
り
、
職

場
に
行
く
こ
と
が
つ
ら
く
な
り
、
離

職
に
追
い
込
ま
れ
る
場
合
も
あ
る
。　　

　
職
場
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に

も
、
定
期
的
に
調
査
を
行
っ
て
実

態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

答
定
期
的
に
実
態
調
査
を
行
っ
て

現
状
把
握
に
努
め
て
い
く
。

問
カ
ス
ハ
ラ
対
策
先
進
の
札
幌
市

は
、
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど

で
事
前
予
告
し
て
会
話
通
話
の
録

音
、
映
像
の
録
画
な
ど
対
策
を
行
っ

て
い
る
。

　　

カ
ス
ハ
ラ
の
被
害
を
受
け
た
職

員
の
ケ
ア
対
策
も
含
め
、
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
導
入
を
し
て
、
防
止

対
策
を
す
る
こ
と
が
、
白
糠
町
内

の
事
業
所
、
商
店
の
従
業
員
、
民

間
会
社
の
窓
口
な
ど
対
応
の
参
考
、

見
本
と
な
り
、
働
き
手
の
改
善

対
策
に
も
大
き
く
つ
な
が
る
の
で
、

早
期
対
策
が
で
き
な
い
か
。

答
今
後
は
「
職
場
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
づ
く
り
」
と
し
て
相
談
窓
口
や

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
急
ぎ
、

職
員
の
対
応
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
、

外
部
講
師
に
よ
る
職
員
研
修
を
行

う
な
ど
、
他
市
町
村
の
取
組
事
例

も
参
考
に
し
な
が
ら
カ
ス
ハ
ラ
へ
の

対
策
を
行
っ
て
い
く
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト(

カ
ス
ハ
ラ)

　　
ｃ
ｕ
ｓ
ｔ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ(

顧
客)

と

ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ(

嫌
が
ら

せ)

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
。
客

や
取
引
先
が
立
場
を
利
用
し
て
従

業
員
ら
に
暴
言
を
吐
い
た
り
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
に
不
当
な
言
い
が

か
り
を
つ
け
た
り
す
る
迷
惑
行
為

を
指
す
。
従
業
員
が
心
身
に
不
調

を
き
た
し
て
離
職
に
追
い
込
ま
れ

る
な
ど
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
厚
生
労
働
省
は
２
０
２
２
年
、

企
業
向
け
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
た
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
主
な
事
例

・
１
時
間
を
超
え
る
拘
束
、
居
座
り

・
言
い
が
か
り
に
よ
る
金
銭
要
求

・
大
声
で
の
ど
う
喝
、
罵
倒
、
暴

　　
言
の
繰
り
返
し

・交
流
サ
イ
ト(

ｓ
ｎ
ｓ)

へ
の
従
業

　　
員
の
氏
名
公
開

・
電
話
対
応
で
の
揚
げ
足
取
り

問答

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
対
策
は

個
別
対
応
で
き
る
よ
う

に
対
策
を
し
て
い
る

問答

庶
路
学
園
の
通
学
路

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設

置
に
つ
い
て
伺
う

現
時
点
で
は
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
の
必
要

性
は
少
な
い
と
考
え
て

い
る

問答

外
国
籍
の
こ
ど
も
の
日

本
語
学
習
支
援
に
つ
い

て
伺
う

国
や
道
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
資
料
を
参
考
に
対

応
す
る

一般質問 一般質問

８８
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福地裕行白糠町議会議員に対する辞職勧告決議

　　3 月定例会 1 日目に「 福地裕行白糠町議会議員に対する辞職勧告決議」 が提案されました。

提出者：折出征清　　　賛成者：立石　巧　小池憲一

【決議原文】

　令和２年３月３日、 新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、 我々白糠町議会は、 全員

協議会において、 会議中の議員全員によるマスク着用に関する申し合わせに、 全会一致で同意

した。 その後福地裕行議員は、 １年数か月に渡り本件申し合わせを遵守し、 マスクの着用を実

践していながら、 自らの意にそぐわないとして、 令和３年７月５日開催の議会本会議に、 突如と

してマスクを着用せずに出席し、 議場を混乱させた。

　 その際、 議長から、 議場からの退去や発言禁止を命じられたが、 それに応じず、 更に令和３

年８月 30 日には、 マスクを着用せずに議会に出席し発言する権利などを求めて、 町と町議会

を相手取り訴訟へと突き進んだ。

　 上告審まで進んだ裁判は、 令和６年１月 24 日に最高裁判所が上告を棄却し、 札幌高等裁

判所の判決が確定、 福地議員が敗訴した。 高等裁判所の判決では、 福地議員が、 会議中の

マスク着用について、 見直しを求めたり協議検討の場を設ける提案をしたりすることなく、 突然

行動を起こしたことが指摘されており、 言論の府に属する議会人として、 その資質が問われるこ

とは当然のことと考える。

　 裁判を受ける権利は憲法で保障されており、 それを否定するものではないが、 福地議員があ

りとあらゆる手段をし尽くし、 その結果、 止むに止まれず訴訟に至った、 ということであれば理解

もできるが、やるべき手立てはまだ残されていたにも拘らず、マスク不着用という突然の行動表現、

それに対する議長の対応を不服として、 即裁判を起こすなど、 その行為はあまりにも身勝手で軽

率であったと言わざるを得ない。

　 そのような行為がどんな結果をもたらすかは、 長く議会議員を務めた福地議員が想像できない

訳は無く、 また公人であれば、 あらゆる事態を想定し、 行動を起こすべきであり、 そうしなけれ

ばならなかったものと考える。

　 本訴訟の結果、 弁護士費用が住民の血税である町費から支出をされており、 ふるさと納税の

推進などで全国的に知れ渡った白糠町のブランドイメージを著しく失墜させ、 町や町議会はもと

より、 町民の皆様にも多大なるご迷惑をおかけし、 また同時に、 その品位と権威を傷つけ、 信

頼を損ねたことによる社会的 ・ 道義的責任は極めて重く、 厳しく糾弾されるべきである。

　 よって白糠町議会は、 福地裕行議員に対し、 今回の経緯を厳粛に受け止め、 札幌高等裁判

所で意見陳述した「 政治生命をかける」 という自らの発言に責任を持ち、 自らの意思において、

直ちに白糠町議会議員の職を辞するよう、 強く勧告する。

以上、 決議する。

1919

議 員福地 裕行
ふく ち ひろ	 ゆき

問
28
年
の
特
筆
す
べ
き
実
績
は

｢

ふ
る
さ
と
納
税
」
で
あ
る
が
、

光
強
け
れ
ば
影
も
ま
た
濃
く
、
人

口
減
少
を
見
る
ま
で
も
な
く
ま
ち

の
置
か
れ
た
状
況
は
も
は
や
抜
き

差
し
な
ら
な
い
。

答
合
併
せ
ず
自
立
の
道
を
選
択
以

降
は
ま
ち
づ
く
り
の
３
本
柱
を
掲

げ
、
特
に
１
次
産
業
の
新
た
な
可

能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。

　

財
政
状
況
が
安
定
し
ま
ち
づ
く

り
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
が
、
皆

さ
ま
の
支
え
に
よ
り
無
事
今
日
に

至
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
ふ
る
さ
と
白
糠
を

子
や
孫
に
し
っ
か
り
贈
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

問
期
待
値
と
は
大
き
く
乖か
い

離り

し
て

い
る
。
長
期
に
渡
る
権
力
構
造
に

よ
り
議
員
を
含
め
勝
ち
馬
に
乗
る
、

長
い
も
の
に
は
巻
か
れ
ろ
の
感
が
随

所
に
見
ら
れ
る
の
で
、
十
分
踏
ま

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　
特
に
人
口
減
少
は
恥
ず
か
し
い

限
り
だ
が
、
要
は
ま
ち
の
魅
力
が

足
り
な
い
の
で
あ
る
。

答
住
民
の
立
場
に
立
ち
丁
寧
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
が
、
更

な
る
飛
躍
を
目
指
し
頑
張
る
。

問
現
実
が
全
て
。
小
手
先
の
手
法

で
は
立
ち
行
か
な
い
。

答
１
次
産
業
の
振
興
の
た
め
に
も

思
い
切
っ
た
施
策
を
講
じ
る
。

問
去
る
12
月
の
水
道
の
断
水
に
よ

り
町
民
に
は
多
大
な
迷
惑
を
掛
け

た
が
、
原
因
と
特
に
事
業
者
に
対

す
る
補
償
を
伺
う
。

答
栄
橋
通
り
１
号
橋
の
架
け
替
え

に
伴
う
導
水
管
の
移
設
に
あ
た
り

不
断
水
工
法
を
採
用
し
た
が
、
仕

切
弁
の
継
手
部
が
開
き
漏
水
。

　　
条
例
に
免
責
条
項
を
設
け
て
い

る
こ
と
も
あ
り
補
償
は
し
な
い
。

問
水
道
法
や
国
家
賠
償
法
に
照
ら

し
て
も
相
当
の
瑕か

疵し

で
も
な
け
れ

ば
補
償
の
必
要
性
は
な
い
が
、
今

後
の
こ
と
も
あ
る
の
で
被
害
額
の

調
査
は
必
要
だ
っ
た
の
で
は
。

答
今
後
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問
総
合
計
画
に
も
網
羅
さ
れ
て
い

な
い
町
道
認
定
外
道
路
の
新
設
・

改
良
・
舗
装
が
散
見
さ
れ
る
。　

答
整
備
選
定
基
準
は
な
い
が
、
要

望
な
ど
に
よ
り
町
道
認
定
前
に
整

備
し
た
。
今
後
は
町
道
認
定
基
準

を
満
た
し
た
路
線
を
整
備
す
る
。

問
町
長
の
有
力
後
援
者
の
所
も
あ

り
、
恣し

意い

的
で
不
審
を
抱
く
が
公

平
性
を
欠
く
の
で
は
な
い
か
。

答
本
来
な
ら
町
道
認
定
後
に
整
備

す
べ
き
だ
っ
た
。
誤
解
を
招
き
か
ね

な
い
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

問
想
定
さ
れ
る
巨
大
地
震
に
よ
る

木
造
建
築
物
の
倒
壊
が
懸
念
さ
れ

る
。

　　
耐
震
化
へ
の
補
助
制
度
を
早
急

に
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

答
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
を

目
の
当
た
り
に
し
、
防
災
・
減
災

対
策
の
強
化
が
必
要
と
痛
感
し
て

い
る
。

　　
建
築
物
の
耐
震
化
率
な
ど
の
現

状
を
調
査
し
、
補
助
制
度
を
検
討

す
る
。

問
対
応
が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

答
ま
ず
は
現
状
の
把
握
に
努
め
、

検
討
す
る
。

問
国
と
地
方
自
治
体
主
導
に
よ
る

半
強
制
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
な
る
遺
伝
子
組
み
換
え
製
剤
の

頻
回
接
種
に
よ
り
、
歴
史
上
類
を

み
な
い
甚
大
な
被
害
が
報
告
さ
れ
、

薬
害
ど
こ
ろ
か
プ
ラ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
る
大
量
虐
殺
と
も
形
容
さ
れ
て

い
る
。

　　
今
も
こ
の
先
も
町
民
に
と
り
時

間
差
・
個
人
差
で
何
が
起
き
る
か

予
断
を
許
さ
な
い
状
態
だ
が
、
接

種
記
録
を
永
年
保
存
す
べ
き
で
あ

る
。

答
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
予
防
接
種

歴
な
ど
を
一
括
し
て
健
康
管
理

シ
ス
テ
ム
に
半
永
久
的
に
保
存
し
、

必
要
時
に
は
接
種
記
録
の
確
認
が

で
き
る
。

問
接
種
後
に
亡
く
な
っ
た
り
、
帯

状
疱ほ
う

疹し
ん

の
罹り

患か
ん

な
ど
体
調
を
崩
さ

れ
る
人
が
非
常
に
多
い
。

答
丁
寧
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
続

け
る
。

問
義
務
教
育
学
校
教
諭
の
生
徒
へ

の
体
罰
に
つ
い
て
経
過
と
対
応
を

伺
う
。

答
修
学
旅
行
中
の
宿
泊
先
で
教
諭

が
感
情
的
に
な
り
、
生
徒
を
押
し

倒
し
て
首
を
押
さ
え
つ
け
た
。

　　

学
校
で
は
心
の
ケ
ア
へ
の
対
応

を
行
い
、
当
該
教
諭
を
現
在
も
担

任
か
ら
外
し
て
い
る
が
、
い
か
な
る

理
由
が
あ
ろ
う
と
許
さ
れ
な
い
。

　　
再
発
防
止
に
向
け
、
研
修
や
学

校
へ
の
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※
個
人
的
見
解
が
含
ま
れ
ま
す

◎提案理由説明の後、 即日採決の結果、 賛成多数で可決されました。

問答

長
期
は
弊
害
も
大
き
い

無
我
夢
中
だ
っ
た

問答

断
水
。
工
法
に
問
題

な
い
か

継
手
部
が
開
い
た

問答

整
備
に
不
信
感
を
抱
く

要
望
に
則
し
た

問答
「
耐
震
化
」、
補
助
制

度
を

現
状
調
査
し
検
討
す
る

問答

接
種
記
録
の
永
年
保

存
を

必
要
時
に
確
認
で
き
る

問答

体
罰
の
実
態
は

感
情
的
に
な
っ
た

一般質問

８
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委員会活動 委員会活動

所
管
事
務
調
査
項
目

・
第
1
次
産
業
の
振
興
・
発
展
に
関
す
る

　

こ
と

・
移
住
・
定
住
・
空
き
家
・
空
き
店
舗
対

　

策
に
関
す
る
こ
と

・
観
光
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
エ
ゾ
シ
カ
の
有
害
捕
獲
と
有
効
活
用
に

　

関
す
る
こ
と

・ 

企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
と

　
３
月
定
例
会
で
右
記
の
計
８
項
目
を
令

和
６
年
６
月
定
例
会
ま
で
継
続
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

協
議
事
項

●
観
光
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と　

　　
川
森
委
員
よ
り
前
回
の
ポ
イ
ン
ト
や
ス

タ
ン
プ
を
活
用
し
て
観
光
に
つ
な
げ
ら
れ
な

い
か
に
対
し
て
道
内
で
実
施
さ
れ
た
地
域

の
事
例
説
明
が
あ
り
、
今
後
、
白
糠
で
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
協
議
し
た
。

【
意　
見
】

・
町
の
Ｐ
Ｒ
や
商
工
、
観
光
含
め
起
爆
剤
の

一
つ
と
し
て
は
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。
白
糠

に
来
て
お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
く
状
況
に
な

れ
ば
効
果
的
と
思
わ
れ
る
。

・ 

本
町
に
と
っ
て
今
、
何
が
厳
し
く
て
、
そ

の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
そ
の
結

果
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
な
る
の
か
、
ま
た

違
う
方
法
に
な
る
か
、
ま
だ
継
続
し
て
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。

協
議
事
項

●
第
１
次
産
業
の
推
進
・
発
展
に
関
す
る
こ
と

　　
ホ
タ
テ
の
増
養
殖
事
業
に
つ
い
て
、
白
糠

漁
協
で
ホ
タ
テ
の
増
養
殖
事
業
を
担
当
し

て
い
る
小
倉
地
域
活
性
化
支
援
員
か
ら
映

像
を
交
え
な
が
ら
経
過
説
明
を
受
け
た
。

《
主
な
質
疑
》

問
漁
場
造
成
と
い
う
の
は
、
八
尺
で
海
底

を
引
く
作
業
の
こ
と
か
。

答
ホ
タ
テ
船
で
八
尺
と
い
う
の
を
二
つ
引
っ

張
り
な
が
ら
漁
場
を
造
成
す
る
。
こ
れ
を

繰
り
返
し
実
施
す
る
と
で
こ
ぼ
こ
の
部
分

が
な
く
な
り
、
陸
上
の
畑
と
同
じ
く
ホ
タ

テ
が
育
ち
や
す
い
環
境
に
な
る
。　

問
令
和
４
年
度
に
行
っ
た
３
・５
センチ
か
ら
４

センチ
程
度
の
稚
貝
の
放
流
で
、
最
終
的
に

製
品
と
し
て
出
荷
の
大
き
さ
に
な
る
に
は
、

何
年
か
か
る
か
。

答
４
輪
採
、
４
年
に
一
度
採
る
と
い
う
こ
と

を
聞
く
と
思
う
が
、
３
・５
センチ
～
４
センチ
近
い

稚
貝
を
３
年
間
海
の
中
に
放
流
し
て
育
て

る
と
大
体
12
センチ
ぐ
ら
い
に
な
る
予
定
。
餌

さ
え
よ
け
れ
ば
、
グ
ラ
ム
数
で
一
枚
当
た
り

１
５
０
グラム
か
ら
２
０
０
グラム
の
ホ
タ
テ
に
な
り
、

４
年
目
で
漁
獲
す
る
計
画
で
い
る
。

問
昨
年
の
場
合
は
海
水
温
が
高
か
っ
た
と

聞
く
が
、
こ
の
深
さ
に
な
っ
た
ら
影
響
は
な

い
の
か
。

答
水
温
で
令
和
5
年
に
い
ろ
い
ろ
ホ
タ
テ
が

死
ん
だ
と
か
騒
い
で
い
た
の
は
、
全
部
養
殖

ホ
タ
テ
の
こ
と
で
、
サ
ロ
マ
湖
、
噴
火
湾
、

陸
奥
湾
、
日
本
海
も
海
水
面
か
ら
例
え
ば

10
メートル
ぐ
ら
い
は
水
温
20
度
を
超
え
た
た
め

で
、
ホ
タ
テ
は
22
度
を
超
え
る
と
死
ん
で
し

ま
う
。
た
だ
海
底
、
40
メートル
と
か
70
メートル
も
あ

れ
ば
、
20
度
を
超
え
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

●
令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
の
内
容
、
会
期
の
日
程
お
よ

び
議
案
な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

●
福
地
議
員
地
方
自
治
法
第
１
１
７
条
違

　　
反
に
つ
い
て　

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
追
加
日
程
に

お
い
て
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
議
長
が

除
斥
を
求
め
た
が
そ
の
指
示
に
従
わ
ず
、

議
場
に
居
座
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
、

議
長
か
ら
の
厳
重
注
意
と
し
た
。

　
そ
の
他
の
活
動

⃝

広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会　
　

２
月
22
日
、
４
月
11
・
18
日

●
議
会
運
営
委
員
会

２
月
19
・
28
日
、
３
月
６・７
日　

　2 月
　6 日

　3 月
　1 日

◎　坂本　勝雄　　森　　武人
○　折出　征清　　川森　　静
　　　　　　　　　福地　裕行
　　　　　　　　　小池　憲一

産産業厚生
常任委員会

　3 月
　1 日

　2 月
　6 日

所
管
事
務
調
査
項
目

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
こ
と

・ 

防
災
・
減
災
対
策
に
関
す
る
こ
と

・ 

白
糠
高
校
魅
力
化
に
関
す
る
こ
と

・ 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
関
す

　

る
こ
と

　　
３
月
定
例
会
で
右
記
の
計
４
項
目
を
令

和
６
年
６
月
定
例
会
ま
で
継
続
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

※
継
続
し
て
行
う
調
査
と
は
、
定
例
議
会

開
催
中
に
調
査
出
来
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い

て
次
の
定
例
議
会
ま
で
の
３
カ
月
間
で
継

続
し
て
調
査
す
る
内
容
と
な
り
ま
す

協
議
事
項

●
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
関
す

　

る
こ
と

　　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
著
し

く
改
築
に
向
け
施
設
の
規
模
や
機
能
な
ど

の
構
想
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
の
方
向
性

や
概
要
を
資
料
に
基
づ
き
担
当
課
か
ら
説

明
を
受
け
、
早
急
に
調
査
が
必
要
と
判
断

し
、
２
月
９
日
に
別
海
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
な
く
る
」
を
視
察
し
た
。

　　

今
後
、
白
糠
の
人
口
規
模
と
同
程
度

の
町
村
の
施
設
や
最
新
の
施
設
設
備
を
整

え
て
い
る
施
設
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
調
査

し
、
白
糠
町
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
に
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。
　

●
白
糠
高
校
魅
力
化
に
関
す
る
こ
と

　　
白
糠
高
校
魅
力
化
に
関
す
る
こ
と
に
つ

い
て
調
査
し
た
内
容
を
ま
と
め
令
和
6
年

第
1
回
定
例
会
で
報
告
す
る
た
め
の
協
議

を
行
っ
た
。

　　
報
告
内
容
は
、
22
ページ
に
掲
載
。

　

調
査
事
項

●
道
の
駅
し
ら
ぬ
か
恋
問
改
築
事
業
（
事

業
者
選
定
）
の
報
告
に
つ
い
て

　
道
の
駅
し
ら
ぬ
か
恋
問
改
築
に
係
る
実
施

設
計
の
概
要
説
明
を
担
当
課
よ
り
受
け
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
漁
協
事
務
室
の
21
・
８
平
方
メートル
が
ゼ
ロ

に
な
っ
た
経
過
と
、
現
行
の
恋
問
館
の
前
に

有
志
団
体
が
日
本
郵
政
か
ら
許
可
を
得
て

建
て
た
ポ
ス
ト
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答
受
託
業
者
が
漁
協
と
協
議
を
し
て
、
直

売
か
ら
加
工
場
を
別
に
し
、
受
託
業
者
が

販
売
を
請
け
負
っ
て
販
売
す
る
こ
と
で
漁

協
と
協
議
が
整
っ
た
。

　　
郵
便
ポ
ス
ト
は
、
新
し
い
建
物
の
中
央

入
り
口
に
移
設
す
る
予
定
。

問
平
面
図
で
、
当
初
通
常
の
浴
室
だ
っ
た

と
思
う
が
水
風
呂
に
な
っ
た
経
緯
は
。

答
サ
ウ
ナ
の
浴
槽
を
水
風
呂
と
シ
ャ
ワ
ー

ブ
ー
ス
に
変
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
サ
ウ

ナ
の
流
行
で
浴
槽
を
構
え
る
よ
り
は
、
回

転
率
も
考
え
、
サ
ウ
ナ
と
水
風
呂
と
シ
ャ

ワ
ー
ブ
ー
ス
、
そ
こ
に
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
を
つ
け

て
、
こ
れ
を
一
体
施
設
に
し
て
運
営
す
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
町
と
し
て
も
妥
当
と

判
断
し
た
。

　2 月
14 日

　1 月
31 日

　2 月
22 日

　2 月
14 日

　1 月
31 日

◎　中河　敏史　　今田　睦子
○　立石　　巧　　池村　美博
　　　　　　　　　石田　正義

総総務文教
常任委員会

　2 月
22 日

　2 月
14 日

　1 月
31 日

　2 月
22 日

◎　立石　　巧　　折出　征清
○　池村　美博　　中河　敏史
　　森　　武人　　福地　裕行
　　川森　　静　　小池　憲一
　　今田　睦子　　石田　正義
　　坂本　勝雄　

道道の駅移転改築及びしらぬか駅
周辺整備事業調査特別委員会

　2 月
22 日

◎　折出　征清　　池村　美博
○　中河　敏史　　坂本　勝雄
　　　　　　　　　立石　　巧
　　　　　　　　　小池　憲一

議議会運営委員会

　3 月
　7 日

　3 月
　6 日

　2 月
28 日

　2 月
19 日

　3 月
　7 日

　3 月
　6 日

　2 月
28 日

　2 月
19 日



　　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　所
管
事
務
調
査
報
告

報　告

222323

○
調
査
期
日

　

・
事
務
調
査

　　　　
令
和
５
年
６
月
12
日
～

　　　　
令
和
６
年
２
月
14
日

　　

・
行
政
視
察

　　　　
令
和
６
年
10
月
26
日
～
27
日

○
調
査
の
経
過

　

令
和
５
年
５
月
10
日
に
新
体
制

で
ス
タ
ー
ト
し
た
総
務
文
教
常
任

委
員
会
で
は
、
同
月
18
日
に
所
管

事
務
調
査
項
目
を
決
定
し
た
。

　　
白
糠
高
校
魅
力
化
に
関
し
て
は
、

令
和
５
年
度
の
新
入
学
生
徒
数
が

18
人
と
な
り
、
来
年
度
の
新
入
学

生
徒
数
が
20
人
を
下
回
る
と
、
道

教
委
の
方
針
に
よ
り
学
校
統
廃
合

の
俎そ

上じ
ょ
う
に
載
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
回
避
す
る
た
め
、
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　　
関
係
課
か
ら
現
状
の
聞
き
取
り

や
委
員
間
協
議
、
道
内
で
魅
力
あ

る
取
り
組
み
に
よ
り
生
徒
を
獲
得

し
て
い
る
高
校
な
ど
を
行
政
視
察

す
る
な
ど
の
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

○
行
政
視
察

　　
行
政
視
察
は
10
月
26
日
か
ら
27

日
の
２
日
間
で
美
幌
教
育
委
員
会

や
大
空
高
校
、
遠
軽
高
校
の
３
カ

所
を
訪
れ
た
。

　　
３
校
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、

美
幌
高
校
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
貸
与
や
寄
宿
舎
の
運
営
費
、

下
宿
費
用
の
補
助
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
等
の
学
習
環
境
整
備
へ
の
支

援
等
、
総
額
で
年
間
２
千
万
円

程
度
の
支
援
を
行
っ
て
い
た
。
美

幌
高
校
に
は
農
業
科
が
あ
る
の
が

大
き
な
特
徴
で
、
道
外
や
町
外
か

ら
の
生
徒
の
獲
得
に
寄
与
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
普
通
科

で
も
、
就
職
系
と
進
学
系
に
特
化

し
た
コ
ー
ス
を
設
け
、
生
徒
個
々

人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
き
め
細

や
か
な
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
就

職
、
進
学
と
も
に
進
路
決
定
率
１

０
０
％
を
達
成
し
て
い
た
。

　　　　

大
空
高
校
は
、
女
満
別
高
校

と
東
藻
琴
高
校
が
統
合
し
、
新
し

く
で
き
た
高
校
で
、
町
立
と
い
う

こ
と
で
、
大
空
町
と
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
、
２
年
間
を
か
け

て
コ
ン
セ
プ
ト
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設

定
を
行
い
、
単
位
制
の
総
合
学
科

と
し
て
令
和
３
年
度
に
開
校
し
た
。

一
番
の
教
育
理
念
は
、「
教
師
や

教
科
書
に
引
っ
張
ら
れ
て
勉
強
を

す
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
受
動

型
の
人
間
」
で
は
な
く
、「
自
前

の
エ
ン
ジ
ン
を
も
っ
て
自
ら
の
道
を

切
り
開
く
、
飛
行
機
の
よ
う
な
主

体
性
の
あ
る
人
間
」
を
育
む
、
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
実

現
す
る
た
め
に
、
報
告
書
に
も
あ

る
「
無
い
も
の
５
選
」
や
「
大
空

高
校
に
あ
る
も
の
」
が
あ
り
、
日
々

実
践
を
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
更
に
は
、
全
国
的

に
も
有
名
な
「
隠お

岐き

島ど
う

前ぜ
ん

高
校
」

や
「
嶺れ
い

北ほ
く

高
校
」
の
魅
力
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
を
し
て
い
た
人
物

を
、
民
間
人
校
長
と
し
て
採
用
し

た
影
響
が
大
き
く
、
こ
の
校
長
が
、

大
空
高
校
の
教
育
理
念
を
体
現
し
、

生
徒
獲
得
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　　
遠
軽
高
校
は
、
１
学
年
５
ク
ラ

ス
、
３
学
年
で
15
ク
ラ
ス
と
、
前

述
の
2
校
よ
り
大
き
な
高
校
で
あ

る
が
、
遠
軽
高
校
が
抱
え
て
い
た

悩
み
と
し
て
、
遠
軽
町
を
含
む
周

辺
地
域
の
高
校
学
区
内
を
見
る
と
、

特
別
大
き
な
ま
ち
が
な
く
、
ど
こ

も
高
校
以
上
の
教
育
や
医
療
の
体

制
に
不
安
が
あ
り
、
放
置
を
す
る

と
周
辺
地
域
ご
と
過
疎
化
が
進
行

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
遠
軽
町
の
政
策
と
し
て
高
校

教
育
と
医
療
に
力
を
注
い
で
き
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
遠
軽
高
校
で
は
生
徒

を
獲
得
す
る
た
め
の
手
法
と
し
て
、

早
く
か
ら
部
活
動
に
力
を
入
れ
、

ラ
グ
ビ
ー
や
吹
奏
楽
は
全
国
大
会

に
何
度
も
出
場
し
て
お
り
、
野
球

部
も
甲
子
園
大
会
に
出
場
、
そ
の

他
の
部
活
動
で
も
全
国
大
会
に
出

場
す
る
力
を
持
っ
て
い
て
、
以
前

は
学
校
で
も
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
昨
今

は
逆
に
問
い
合
わ
せ
の
方
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
生
徒
の

獲
得
と
し
て
は
、
一
つ
の
成
功
例

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
の
中
学
生
の
７
割
が
遠
軽
高

校
に
進
学
し
て
お
り
、
そ
の
背
景

に
は
、
遠
軽
高
校
の
教
員
が
町
内

の
中
学
校
へ
部
活
動
の
指
導
に
行
っ

た
り
、高
校
に
有
名
な
指
導
者
（
ス

ポ
ー
ツ
系
や
文
科
系
）
を
呼
ん
だ

際
は
、
町
内
の
小
中
学
生
に
声
を

か
け
一
緒
に
指
導
を
し
て
も
ら
っ

た
り
す
る
な
ど
、
町
内
の
小
中
学

校
と
の
つ
な
が
り
が
密
で
あ
っ
た
。

遠
軽
町
も
高
校
へ
様
々
な
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
中
で
も
目
を
引
い

た
の
が
区
域
外
か
ら
通
学
を
し
て

い
る
生
徒
へ
通
学
費
の
補
助
を
し

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

○
所
見

　　
白
糠
高
校
の
現
状
の
聞
き
取
り

と
、
先
進
地
視
察
を
踏
ま
え
、
本

町
に
お
い
て
も
早
期
に
検
討
・
着

手
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

点
を
列
記
す
る
の
で
、
意
を
用
い

て
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。

　　

本
年
度
白
糠
高
校
が
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
、

町
内
の
中
学
生
や
そ
の
親
が
白
糠

高
校
の
受
験
を
考
え
て
い
る
割
合

は
、
い
ず
れ
も
20
％
台
と
ま
だ
ま

だ
低
い
状
況
だ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

を
読
み
解
い
て
い
く
と
、
卒
業
後

の
進
路
を
考
え
る
と
白
糠
高
校
は

選
択
で
き
な
い
だ
と
か
、
過
去
の

悪
い
イ
メ
ー
ジ
が
ま
だ
払
し
ょ
く

で
き
て
い
な
い
回
答
も
多
々
見
受

け
ら
れ
た
。
白
糠
高
校
が
過
去
４

年
連
続
で
卒
業
後
の
進
路
決
定
率

1
0
0
%
を
達
成
し
て
い
る
実
績

や
、
学
業
や
部
活
動
に
生
き
生
き

と
活
躍
し
て
い
る
現
状
が
、
ま
だ

町
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
ま

た
白
糠
高
校
に
は
各
種
の
助
成
制

度
が
あ
り
、
中
で
も
「
大
学
進
学

者
へ
の
給
付
型
奨
学
金
」
や
「
給

食
の
無
料
提
供
」
は
他
の
自
治
体

で
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
公
営
塾
に
つ
い

て
は
、
久
遠
塾
か
ら
の
聞
き
取
り

で
「
塾
が
あ
っ
た
か
ら
白
糠
高
校

を
選
ん
だ
」
と
い
う
在
校
生
の
意

見
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　　

以
上
の
点
に
つ
い
て
は
全
て
、

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
重
要

な
視
点
と
思
わ
れ
る
。
従
前
か
ら

継
続
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
さ
ら
に
強
力
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に

つ
い
て
、
意
を
用
い
て
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　　

久
遠
塾
の
講
師
と
町
内
小
中

学
生
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ
る
、

と
い
う
点
に
お
い
て
、
現
状
の
塾

講
師
の
活
動
範
囲
の
拡
充
に
つ
い

て
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

　　
部
活
動
の
活
性
化
も
生
徒
数
増

加
に
つ
な
が
る
視
点
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
現
状
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で

つ
な
が
る
部
活
動
の
構
築
を
検
討

さ
れ
た
い
。

　　
助
成
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
町

内
外
か
ら
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
通
学
者
へ
の
交
通
費
の
助
成

を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。
特
に
町

外
か
ら
白
糠
高
校
へ
通
学
さ
れ
る

家
庭
へ
は
良
い
後
押
し
に
な
る
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
検
討

さ
れ
た
い
。

　　
道
外
か
ら
生
徒
を
獲
得
す
る
手

法
と
し
て
、
先
進
地
で
も
地
域
み

ら
い
留
学
を
利
用
さ
れ
、
実
績
を

上
げ
て
い
た
。
現
状
は
合
同
説
明

会
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
や
空
間

で
の
活
動
と
の
こ
と
な
の
で
、
白

糠
高
校
を
強
く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、

関
係
各
所
と
連
携
し
、
一
層
尽
力

さ
れ
た
い
。

　　

最
後
に
、
現
行
の
2
年
連
続

新
入
学
生
徒
が
20
人
を
下
回
っ
た

ら
統
廃
合
の
検
討
の
俎
上
に
載
る
、

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
他

自
治
体
や
委
員
か
ら
も
異
論
が
挙

が
っ
て
い
た
。
地
域
に
高
校
が
あ
る

こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
や
道

へ
の
働
き
掛
け
も
必
要
と
思
わ
れ

る
の
で
、
関
係
各
所
と
連
携
を
取

り
、
鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ

た
い
。

【
主
な
質
疑
】　　

問
地
元
町
村
か
ら
の
高
校
へ
の
進

学
率
は
。

答
進
学
率
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
る
。

・
美
幌
高
等
学
校

　　
令
和
３
年
度
30
・
00
％

　　
令
和
４
年
度
30
・
25
％

令
和
５
年
度
28
・
57
％

・
大
空
高
等
学
校

　　
令
和
3
年
度
９
・
43
％

　　
令
和
４
年
度
21
・
13
％

　　
令
和
５
年
度
19
・
67
％

・
遠
軽
高
等
学
校

　　
令
和
３
年
度
76
・
13
％

　　
令
和
４
年
度
70
・
23
％

　　
令
和
５
年
度
66
・
89
％

・ 

白
糠
高
等
学
校

令
和
３
年
度
31
・
11
％

　　
令
和
４
年
度
27
・
08
％

　　
令
和
５
年
度
21
・
95
％

問
高
校
へ
の
町
か
ら
の
支
援
額
は
。

答
令
和
５
年
度
の
支
援
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

・ 

美
幌
町　　  

約
2
，
０
０
０
万
円

・
大
空
町　
約
2
億
７
，
５
０
０
万
円

・ 

遠
軽
町 　　　
約
４
，
０
０
０
万
円

・
白
糠
町 　　　
約
５
，
２
０
０
万
円

美幌町役場美幌町役場

大空高等学校大空高等学校

遠軽高等学校遠軽高等学校
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2024.4.25

あとがき 今号の表紙

　首長と並び二元代表制の一翼を担う議会は、 地

域の直面している現状と課題を広報 ・ 広聴活動を

通して皆さんにお知らせしなければなりません。

　　国は新たな地方創生ビジョン「 全国どこでも誰

もが便利で快適に暮らせる社会」 を目指すため

DX ・ デジタル社会の構築に取り組んでいます。

　　遠隔地性のある白糠町も、 よりわかりやすく「 見

える化」 を進めるため、 ウェブサイトの充実、 オン

ライン、 インターネット中継、 ユーチューブ配信な

ど多様な情報発信が必要な時代になりました。

　　将来世代へツケ回しをしないよう「 七世代先」

を見据えた社会を創造する「 フューチャー ・ デザイ

ン」 の発想で、「 伝える」 から、 すべての人に「 伝

わる」 ように改革しなければなりません。 　　　　　　　　　　　　　

( 池村　美博）

　　今号の表紙は、 総務文教常任委員会で所管

する調査項目 ( 社会福祉センターの改築に関す

ること ) の事務調査のため、 令和４年に建設さ

れた別海町生涯学習センター「 みなくる」 を視

察している様子です。

　　調査した内容を基に今後の改築に生かします。

　令和４年度から取り組んでいる「 情操教育」 は、 ２人の地域おこし協力隊員による町内３校の学校での活

動を中心としながら、 本町の音楽の活性化にも大きく貢献されてきました。

　本年度をもって声楽家の斉藤弥
あま

音
ね

さんが新たな夢に向かって進むこととなり、 ３月で退任をすることから、

協力隊員からの申し出を受け、 特別に議場ミニコンサートを開催しました。


